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は じめに

本稿では、創立者池田大作先生(以 下、「創立者」という)に よって開学以前から構想 されて

いた通信教育部開設について、その淵源 となる創価教育(1)の 歴史から考察 し、同部開設の意

義 を考えてみたい。

21世紀に入 り日本の大学教育の環境は大きく変化 してきた。大学 ・短大を志願するいわゆる

18歳人口が減少し、大学 ・短大の総入学定員を下回るとい う時代 を迎えた。また、日本の高校

生が日本の大学で学ぶとは限らない時代、そして、インターネットなどによって、キャンパス

に行かなくても学べる時代になってきた。それは、これまでの大学のあ り方そのものを根底的

に変えるものであ り、新 しい大学、新 しい教育のあ り方が問われている。

それぞれの大学が、生き残 りをかけて、時代 と社会の変化 に適切な対応をし続けることは当

然 として、いま最 も求められているのは、その大学の創立の目的は何かとい う原点に立ち帰り、

そこから出発することではないか と考える。なぜなら、建学の理念こそが、その大学の存在意

義であ り、それを曖昧にしては、その大学が存在する意味は、厳密 にいえば、なくなってしま

うからである。創立者が どのように創価大学の設立を構想 してきたのか、そして、その構想実

現のために、我々はどのように創価大学を発展させていかなければならないのか、創立者の著

作や関係文献を改めて読み返 し考えてみたい。

そこで、創立者構想の柱 となるものは何かを考え、そこからテーマを逐次選択 し、考察を進

めることとした。最初に通信教育を選んだのは、以下の理由による。

MasayukiShiohara(セ ン ター 事 務長)
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創立者の大学構想 についての一考察(1)通 信教 育部 開設構想 とその沿革

第一に、開学以前から通信教育部開設を構想 していたことは、創立者の大学構想の大きな特

色であ り、先見であると考えたからである。創立者は、学部教育の基盤が確立してから通信教

育を始めるとい うのではなく、開学と同時にスター トしたいと考えていた。創立者の大学構想

の中では、通信教育は、オプションやサービスではなく、創立の目的のひ とっである。最近は、

放送大学以外にも通信教育課程のみの大学が認可されるなど、情報技術の飛躍的な進歩により

「通信」とい う手段が教育方法としても高く認知 されるよ うになってきた。 しかし、創価大学

が開学した1971(昭 和46)年 に通信教育課程を開設 している大学は、11大 学にすぎない。その

ような時期に通信教育部開設を構想しているのである。

第二に、通信教育部は、2006(平 成18)年 に同部開設30周 年の佳節 を迎え、今や、現在の創

価大学の大きな特色のひとっとなっている。現在、通信教育部には、日本の大学通信教育では
一番多い約22

,000人 が在籍 し、卒業生も約10,000人 、教員採用試験合格者は累計約1,700人 であ

る(2)。 なぜ、このように発展することができたのか、それは、創立者が、通信教育において

も、学部教育と同じく人間教育を志向したからではないだろうか。そこで、今年、このテーマ

に取 り組むこととした。

第三に、通信教育には、21世紀の大学教育を考える上での示唆があるのではないか と考えた

からである。アーノル ド・J・ トインビー(ArnoldJ,Toynbee)は 、創立者 との対談の中で、

「知識が常に増大し、しかもその解釈がたえず変化 している今 日の世界では、フルタイム(全

目制)の 青少年教育だけでは十分ではありません。引き続いて、生涯にわたるパー トタイム的

な自己教育をしていく必要があります(3)。」と述べている。通信教育は、生涯にわたる自己教

育に対応できる学習システムである。居住地、生活環境や職業だけでなく、学習にあてる時間、

理解力の差があっても、ひ とりひとりが自らのペースで、満足感を持って学ぶことができる。

本来、学生は、教員の講義に対 して受身の存在ではなく、ひ とりひ とりが 「学習の主体者」

であることが求められる。創価 とは、「価値を創造する」とい う意であり、筆者は、創価大学の

学生が 「学習の主体者」、生涯にわたって 「価値 を創造する主体者」、と育ってほしい と念願す

る。それも、一部の学生ではなく、入学 した大多数の学生がそのように育っていく大学であり

たいと思 う。そのような教育を考える貴重な示唆が、創価大学の通信教育にはあるのではない

かと考えるからである。

最後に、筆者は、創価大学 ・同大学院を卒業後、母校の大学職員 として採用していただいた。

最初の配属は、通信教育部の学生係であり、1978(昭 和53)年4月 より7年 半、その業務 を経

験 した。この期間は、同部開設3年 目(完 成年度を迎える前年)か ら、10年 目までにあた り、

学生 と教職員が一体 となって通信教育部の伝統をひ とっひ とっ積み上げていった時でもあった。

20年以上も前のことであるが、通信教育の業務を経験してきたことも、創立者の大学構想 を考

える最初のテーマに選んだ理由のひとっである。

1.創 価教育の歴史と通信教育

創立者が、創価大学構想の柱の一っに通信教育をおいた理由を考えるため、牧 口常三郎、戸

田城聖が行った通信教育事業にっいて述べてみたい。

(1)日 本における通信教育の発祥

通信教育が始まるのは、その前提となる近代郵便制度が確立されてからである。1840年 イギ

リスで、ペニー ・ブラックと呼ばれる世界最初の切手が発行された。そして、通信教育が世界

一22一



創価教育研究第5号

で初めて行われるのは1856年 、 ドイツの言語学者ランゲンシャイ ト(GustavLangenscheidts)

が語学教育において実施 したことに始まる。1871年 から1911年 の時期は特定できないが、イギ

リスのケンブ リッジ大学では婦人のために家庭でも高等教育が学べる通信教育を始めた。その

後、アメリカにも受け継がれ、発展してきた(4)。

日本において、郵便制度が始まったのは、1871(明 治4)年 であるが、通信教育の制度の始

まりにっいて、大学通信教育の世界では、その前身 となる講義録頒布をもってその起源 として

いる。1885(明 治18年)9.月 の中央大学の前身、英吉利法律学校の講義録、1886(明 治19)年

5Aの 早稲田大学の前身、東京専門学校の講義録がその始まりとされている。このような講義

録の時代には、受講者は、校外生 として受け入れ、講義録の頒布を主 として、添削指導や試験

は行われなかった(5)。

のちに大学に発展 していかなかったために、歴史の中に埋もれてしまったが、アメリカの通

信制大学を参考にして、質問を受けたり、試験も行 うような通信教授を行 う通信講学会 とい う

団体が1886(明 治19)年 に生まれている。斎藤正二は、1889(明 治22)年4月 に牧口常三郎が

北海道尋常師範学校に入学するためにどのよ うな方法で学んだかを論証する過程で、通信教育

の開拓者 として辻敬之 と通信講学会に着 目した(6)。そこで、斉藤が引用している横山健堂 『文

部大臣を中心として評論せる日本教育の変遷』(1914年 中興館書店、186頁)を 紹介する。

通信教育 の嗜矢 ・… 伯大木 ・… 西村茂樹・… 山県悌三郎・… 辻敬之

◎吾輩 は、此に、序 を以て通信 教授 の嗜矢 を語 るべ し。通信教授は、明治 の文化 開発 に於け る一大

事項 なれ ばな り。

(中略)
む　

◎ 当 時 、 山県 の 、 披 読 せ し外 国 雑 誌 の 中 に 、 ニ ュ ー 、 イ ン グ ラ ン ドの 雑 誌 に 、Correspondence

Universityと い へ る を 発 見 し、 頗 る奇 異 の 思 を為す 。 そ の 中 に 、InstructionbyCommunicationの

標題あるを見て、遙信に農らぞ藪番昌蒸ε穂号良暑芳藻を啓発せられ、此の事を、甚藪是に話し、エ
ママ

夫の末、通信教授 と命名 し、『通信講学会』 の名 を以て、講義録 を発行 し、意 外の成 効 を収め得た る

な り。(以 下略)

通信講学会にっいて、『読売新聞』1885(明 治18)年12月8日 付3面 には、「○両会設立 米

国の通信大学校に倣ひ今度下谷練塀町十四番地の開発社内に通信講学会と云ふ者を設立し通信

の方法に依 り職業または他の事故ありて学校へ通ふ事の出来ぬ者に各人必要の学科を教授する

と云ふ(以 下略)」 とある。

「通信講学会設立ノ主意書」によれば、同会の創立は、1886(明 治19)年1月 である。同会

規則には、「三ケ月を以て一学期 とし六学期を以て一学科を卒業するものとす」「会員は学修せ

る学科上に疑義あるときは自由に質問することを得べ し。但質問に関する往復の郵便税は会員

の自弁 とす」「学期末に至 り卒業試験を望むものは其 旨を通知し本会の回答を待て上京すべ し

但合格者には該学士署名の証書を与ふべ し」 となってお り、開講科 目は、鉱物学、生物学、心

理学、政治学、数理学、教育学、倫理学、経済学である。

その後まもなく、通信構学会では、試験役員を派遣もしくは委託して、各地方でも試験が行

うようになる(7)。

通信講学会以外にも同様の動きが見られる。『読売新聞』1885(明 治18)年12H10日 付2面

には、「学術の通信 本郷元町一丁目三番地の有志学術攻究会にては今後米国通信大学校の方法
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創立者 の大学構想 についての一考察(1)通 信教育部 開設構想 とその沿革

に原づきて同会中へ通信部を設け、学士数名を講師 として教育、論理、経済、法理の諸学其他

哲学英語学等を通信によりて講授するといふ(以 下略)」 という記事がある。

このように1886(明 治19)年 という年は、日本の通信教育の発祥 とい う点で極めて重要な年

である。牧 口は、1889(明 治22)年 に北海道尋常師範学校に入学 しているから、「小樽警察署に

あること四ケ年、その間暇 さへあれば読書に余念なく、勉強給仕の 『ニックネーム』を得たの

もしかあるべきである(8)」 の記述 どお りであれば、横山が 「明治の文化開発の一大事項」で

あるとした通信教授のテキス トに触れた可能性は、斉藤の指摘するように高いかもしれない(9)。

次に、女性を対象 とした通信教育の歴史は、1886(明 治19)年 の通信講学会による 『通信教

授女子家政学』がその始まりと考えられ、その後、大 目本女学会の 『女学講義』などいくっか

の講義録が出版 される。牧 口常三郎が、大 日本高等女学会を創立し、『高等女学講義』を出版 し

たのは1905(明 治38)年5月 であり、1899(明 治32)年2月 の高等女学校令を受けて誕生する

第2の グループに属す る。同令 を受けて、従来の家事 ・女芸中心の講義録 とは違った講義録が

出版されるようになった。『高等女学講義』はその先駆けと言える。1908(明 治41)年 に始まる

女子大学通信教育会の 『女子大学講義』(日本女子大学の通信教育の淵源)の 創刊 もこの時期で

ある。

○女性を対象とした講義録の始まり

明治19年

明治20年4月

5月

明治25年

明治28年

明治35年

明治37年

明治38年5A

6月

7月

11月

明治39年6月

6月

(主なものを挙げる)

『通信教授女子家政学』(通信講学会)

『通信女学講義録』(女 学雑誌社)

『成立学舎女子部講義録』(成 立学舎)

『女学講義』(女学雑誌社)

『女学講義』(大 日本女学会)

『女子学芸講習会』(女 子学芸講習会)

『女子学術講義』(東京府教育会附属女子講学会)

『高等女学講義 』(大 日本高等女学会)

『家庭講義録』(日本実業教育会)

『家政講義』(大 日本家政学会)

『高等女学講義録』(大 目本淑女学会)

『高等女学科講義 』(帝 国高等女学会)

*明 治41年4月 ～ 『高等女学講義』に改題

『女子大学講義』(東京女子大学会)

(2)牧 ロ常三郎と通信教育

牧口常三郎が通信教育に取り組んだのは、1905(明 治38)年5月 に大目本高等女学会(以 下、

本文中は 「高等女学会」と略す)を 創立してから、1908(明 治41)年8月 までの期間で、その

後、同会は人手に渡ったと思われる。筆者は、既に、牧 口常三郎の通信教育とその実施の背景

についていくっかの論稿を発表 してきた(10)。それ らと重なる部分 もあるので、本節は、新た

に明確になった事実を中心に概説することにとどめたい。

① 牧 口常三郎が通信教育に取り組んだ時期

牧 口常三郎は、1901(明 治34)年4月 北海道師範学校 を退職し、 5月 に 上 京 す る 。 そ れ は 、
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それまで、北海道師範学校教諭及び付属小学校訓導 として地理教育に携わる中で書き溜めてき

た原稿の出版の為であり、そのために、学校を退職 し、北海道の教育界における責任 ある立揚

も辞めての旅立ちであった。しかし、北海道で彼が考えていた以上に、東京では無名である牧

口の本を出版 してくれる書璋を見っけることは困難であった(11)。履歴書(12)に は、「明治三十

四年五月一 日 上京シ爾来全三十六年十月マテ人生地理学ノ著述二従事シ関係諸学科 ノ研究ヲ

ナス」 とある。 しかし、困難の中で、斉藤弔花等の良き友人 と、志賀重昂、文会堂の生沼大造

を始めとする理解者 ・応援者を得て、1903(明 治36)年10A15日 、『人生地理学』の出版 として

結実する(13)。

『人生地理学』の出版 は当時の人々に好感 を持って迎えられた。それは、当時の新聞雑誌 に

掲載 された42の 書評(14)か ら知ることができる。『活動之目本』の書評(15)に は、「著者が忍辱
くママラ

の精神 と書騨の侠骨とは世の歓迎する所とな りて一版瞬時にして尽 き二版三版共に飛 ふ が如

く今又四版を重ねたり」とある。それを物語 るように、増刷は、初版(16)か らわずか10日 後の

10月25日 、二版10月28日 、三版11A25日 、四版明治37年3月25日 となっている。総頁で千頁を

超える2円 もする 『人生地理学』が短期間でこれだけの反響をよんだ事は驚 くべきことだが、

牧口の生活は、出版前に家族で暮らしていた本郷追分町の三畳の部屋から、11月1日 より東京

高等師範学校の同窓会茗渓会の書記とな り、経済的に一応 の安定をみたが、それ以外 に大きな

変化はなかった。研究、教育、進学の道が開かれることはなかったということである。

なぜ、茗渓会の書記の職を得ることが出来たのか。前任者 の急な退職により後継者 を探 して

いたこともあろうが、牧口を推薦した人物もいたはずである。北海道師範学校時代の牧口を知

る有力な人物は、当時何人か東京にいる。その一人は、槙山栄次(17)で ある。また、東京高等

師範学校の校長であり、後に触れる弘文学院(18)の 院長でもある嘉納治五郎 と牧 口を結ぶ新た

な資料も発見された(19)。

『人生地理学』を出版した1903(明 治36)年10月 から、牧口は、茗渓会の書記 として、事務

を行 うとともに月刊教育雑誌 『教育』の編集 を行っている。そして、履歴書にあるように、茗

渓会の書記の傍 ら、1904(明 治37)年2A10日 から、弘文学院講師として地理を教授 し、同年

8月 からは東亜女学校教師 として諸科の教授 を行 うようになる。これらに加 え、1904(明 治37)

年から、渡米協会の演説会で、「米国の人生地理(20)」「米国の地勢 と人生(21)」「米国の産業と

地理(22)」といった講演を行 うようになり、また、北海道出身の杉中種吉が編輯発行する 『国

民評論』に3回(23)、 『二十世紀の婦人』に 「婦人 と人生地理学」(24)を寄稿するなど活発に活動

している。

執筆面においても、牧口が、弘文学院での地理の授業で、中国人留学生のために補助教材 と

してつ くっていたものが、1906(明 治39)年 初め頃に、『教科目誌 日本地理』、『教科 日誌 外

国地理』として文会堂から出版 されている、また、『人生地理学』も1908(明 治41)年10Eに は、

大幅な訂正増補をして出版されていることから、1903(明 治36)年 からの5年 間、牧 口は、研

究に専念できないまでも、着実に地理学の研究を続けていたであろうと推測される。

② 通信教育事業に取り組んだ動機はなにか

地理学の研究を目的として上京 した牧口が、何故、女性のための通信教育事業である高等女

学会を創立 し、中心になって取 り組むことになったのか。その動機にっいて考察を進めていく

ためには、絡み合ったいくっかの要素を分解 してみる必要がある。

『人生地理学』出版後、茗渓会書記の職を得て、雑誌 『教育』の編輯 を行 うようになり、東
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京高等師範学校を中心 とする教育界を代表する人々の面識 も得るようになったが、実は、牧口

の心は満足 していない。「教育の意義」等の話題で行われた第4回 教育茶話会(明 治38年5月11

日開催)に 出席 した牧 口は、次のように発言する(25)。

私は只今 では斯 う云ふ真 面 目な問題 を議論す る資格は ございません、併 し私 も先 頃お話 申 したや う

に、永 く教育に従事 して居 りま したもので、斯 う云ふ境遇 になつても教育に対す る趣 味は離れ ませ ん、

而己な らず 自分 も前にや つて居 つた事柄 であ りますか ら、教育の意 義に就 いて一言 したい と思ひます。

(下線筆者)

高等女学会を創立する直前の牧口の発言である。教育茶話会には、雑誌 『教育』の記者 とし

て声がかかった と思われ(26)、高等女学会のことは出てこない。「教育に従事 して居 りました」、

「自分も前にやって居った」と教育に携わっていたことを過去形で述べている。っま り、今は、

教育に携わっていない といっている。「斯 う云ふ境遇 になっても」と、『教育』の編集や茗渓会

の仕事をする現在の境遇に牧口自身が満足していないのではないか と考えられる。さらに、「教

育に対する趣味は離れません」 と述べていることから、牧 口が教育に対 して変わらぬ情熱をも

っていることが推察できる。20代の研究の集大成 ともいえる『人生地理学』を出版 し、それが、

好評をもって迎えられた後も、心の中には教育に対する 「趣味」が強く存在 しているとい うの

である。それは、弘文学院や東亜女学校(27)の 教壇に立っだけでは満たされないものである。

もちろん、弘文学院での授業から 『教科 日誌』2冊 が生まれ、『人生地理学』が中国語に翻訳さ

れた ㈱ ことを考えると、授業自体は充実したものであったであろう。牧 口が、通信教育に取

り組んだのは、まず前提として、教育に対す る熱い情熱を変わらずに持っていたからだ、 とい

えるのではないだろ うか。

次に、通信教育に取 り組んだ動機 として考え られるのは、学校教育の問題解決に、働きなが

ら学ぶ半 日学校が理に適ったものと考え、その実践をしようとしたことである。

1906(明 治39)年2月 に行われた第13回 教育茶話会(29)で,牧 口は、当時の学校教育にっい

て福沢諭吉の話を紹介 して痛烈に批判 している。

嘗て故 の福澤翁 が今 の学校 は生きた子供 の捨処 といはれ たこ とがあったか と記憶 して居 る。翁は 自

分 お絃子息 をば 目本 の学校 に入れ ない で、外国 に留学 さした といふ ことであ る。その当時教育家は一

笑 に附 して耳を傾 けるものもなかつ たけれ ども、今考へ る と 〔日本 の学校 は〕神経衰弱の患者 を養成

す る と警ま しめたる言 で多少理屈に合ふ ものであるまいか と考へ るのであ ります。(〔 〕 内筆者)

そ うならないようにす るにはどうしたらよいかとい うことで、牧 口は、半 日学校にっいて次

のように述べている。

人 間に学問専門の時代 を設 くるといふ ことは理屈 に適ふ ものであ るか どうか、全体人 間は精神 と身

体 と両方面で生きて居 るもので、 この両方 面が調 和 して発達 して始 めて完全 な ものであ らう。 それ が

完全 の人 間であるの に、今 の教育では人間の一 代の中に学問専門の時代 といふ ものを設 けて居 るので

ある。学校の無い時代 には人 間の一生の間には殆ん ど心身共平均に使つて居 つた、子供 の時代 には全

く遊び其 間に知 らず知 らず精神の働 きをな し、 中年以上 になる と半分 は働 き、半分は遊ぶ、 さ う云ふ

風 に精神 と身体 と平均 にす る、即 ちそれが人 間の生活 と して丁度必要の所であ ら うと思ふのに、今 の

学校 が出来 てか ら全 く学齢 時期か らして小学校満人年 までは学問専 門時代です、それか ら中学校大学
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校に至 るまで も皆全 く学問専門時代があるので、長 くば二十年短か くて も八年乃至六年で、一 目に六

時間乃至五 時間やつ て、その学 問 といふ ものを専 心やつ て居 る、殊 に高等女学校生徒 の如 きは戦 々

競々 として学校の課程の外、宿題 の答 案の為 に、家事 の ことは手伝す ることも出来ない様 になつて居

る、 さう云ふ風のや り方であるか ら、勢い感神経 のみ強 くなつて、動神経は衰弱を起す わけ、斯の如

くして今の生徒が 出来る即ち怠惰者が多 くなるのであ る。それであ るか ら、若 し子供 と同 じや うに遊

ぶ ことの代 りに仕事半分、学問半分 といふ時代を児 童期か ら連続 して 中年期になつて もや は り半分 は

業務 、半分は始終絶えず勉強する といふ よ うな風 にす る、それが 自然の変化 を してい くな らば善い も
　 コ 　 　

のではないか、此点か らして今 の学校 を何 うするか といふ と、半 日学校 といふ ものが本 当の正 しい理

に合った もの であ るまいか と思ふ、半 日は学校に行かれ る、半 日は 自分の業務 に就かせる即ちそれで

あ る。

このような半 日学校の考えを実現するためには、一つの学校において実行 し、それをモデル

として普及を図るとい う考え方も当然あるだろう。それが、なぜ女性を対象 とした通信教育 と

なっていくのであろうか。そこには、教育は全ての人に提供 されねばな らない とい う牧口の考

えがある。

1907(明 治40)年12月 、牧口は、川越中学で開催 した高等女学会の慈善活動写真会場で次の

ような演説をしている(30)。

今 の世 に誰れ か女子教育 の必要 を感ぜ ざるものぞ 、女子 に学 問は不要 な り、将た危険な りとて惜む

べ き好学 の心 を圧欲せ し時代 は既 に去 りぬ。而 して其 の反動 は来れ り。女子の燃ゆ るが如き好 学の心

と之を遂 げ しめん とす る父 兄の熱心 とは都鄙至 る所 に榜確 。 之が為 めに生徒は全国の女学校 の門

に溢れ 、酒 々 として大都会 に流れ込む な り。知 らず各毎年 の初 めに当 り東西 よ り南北 よ り汽車 の満載

し来 る幾万 の女学 生中当初 の希望 を遂 げ成 功 して郷里 に帰る もの果 た して幾許 ぞ。斯 くして 自 ら都会

学生の弊風 も生す るな り。 さはれ女子教育 の勃興 は全 く時勢 の進歩 に伴ふ 当然 のことにして固よ り慶

す べ く、国民の半数 を占めて男子 と共 に国家 を形造 る女子 の教 育思想 の斯 の如 くな ることは寧 ろ其遅

か りしを憾 むべきな り。果 して然 らば問題 は如何 に して女学 の弊風 を防ぎつ 墨多数女子 の教育 を普及

して其 の希 望を満たすか、如何 に して国民多数 の生活程度 に適 当す る女子教育(31)を 施すべ きかにあ

り。(下線筆者)

まず、女子教育の必要性 を訴え、弊風 を防ぎっつ、多数女子の教育を普及 し、国民多数の生

活程度(経 済力等)に あった教育をいかに提供するかが課題であるとしている。次に、

然 るに之に対す る女子教育の機 関は如何 、文部省 は鋭意 之が設備 を奨励 しつ 』あ り。 民間亦 た之れ

を補ふ に幾多の私立学校はあ り。然れ ども年 々僅 に三万有余の女子を教授 しつ ふある現今 の設 備にて

は、小学校 を卒業せ る十数万の女子 を収容す るには、甚だ不足な り。近来小学校卒業 生の為 に補習学

校は奨励せ らる 』と錐 ども、是れ又た女子には男子の ものを完備せる後にあ らざれ ば及 ぼ され ず、男

子 には最 も便 とす る夜学の如 きも青年女子 には其風紀上殆ん ど不可能 に属せ り。加 之女 学校 は、多 く

は都会 に偏す るが故 に、之に遠 か る村落の女子に対 しては通学、寄宿共に不便 に して且 つ不安 なるが

上に、月々多額の費用 を要す。 これ我が国中流 以下の民度 に適せるものにあ らず(下 線筆者)

希望する女子を収容するにたる教育機 関の不足を補い、中流以下の民度に合わせた費用の教

育を提供することを述べている。ここにおいても、教育は全ての人々に提供 されなければなら

ないという考えが根底に見える。
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之が為 に、一方 には、完備 せ る女学校に於 て、 日新 の智識 を得、更に進 んで高等教育 さへ も受 くる

者あ るに反 し、他 方には、志 を懐 いて空 しく家に籠 り、学問修業の時を過 し終に一生学問の不足 を嘆

き。徒に他 を羨むの人 となる者 甚だ多 し。之を女子将来の為 めに図 り、国家永遠 の後に就いて考ふれ

ば、決 して袖手傍観 して已むべ きにあらず、 これ本会 の設立せ られ し所 以也。(下 線筆者)

恵まれた一部の人々と対照的に、学問の不足を嘆き、他を羨む人が多い。その人たちに教育

の機会を提供 したい と言 うのである。このように、女子教育の必要性を言っているようで、実

は、教育の機会を幅広 く提供することに大きな目的がある。当時の日本において、小学校を卒

業 した女性を対象 とした学校教育制度は、男性に比べまだまだ不備である。このことが女性を

対象 とした教育に踏み出す理由ともなったのではないだろうか。

このような考えが基盤にあればこそ、公的事業でないにも関わらず授業料の減免や、学費無

料の附属女芸講習所設立の発想も生まれてくると思われる。

演説では、冒頭、女子教育の必要性は論 じているが、三段落に共通 して述べ られていること

は、「多数の女子」、「国民多数」、「中流以下の民度」、「甚だ多 し」と表現される大多数の人々へ

の教育の必要性である。『潮』第508号 では、筆者の論稿に 「牧 口常三郎は女子教育の先覚者だ

った。」とい うタイ トル をつけていただいたが、日本における女性教育の機会均等及びその教養

教育における先覚者であったことは歴史的事実である。しか し、半日学校制度論にっいて、『創

価教育学体系』第3巻 に一章を割いているのに比較 し、女性教育に関しては、体系に節す らない

ことを考えた時、ひとつの仮説が浮上す る。それは、女性教育のために通信教育を行ったので

はなく、中等教育の機会均等を目指そうとした時、当時男性に比べその機会がきわめて少ない

女性を対象に選んだとい うことである。 もちろん、女性が学ぶということが、家庭、社会 にお

いてどれほど大切かを認識 した上である。創立当時の新聞雑誌に掲載 された広告には、「教育な

き女子は此新進国の良妻賢母た り難 し」(『東京朝日新聞』明治38年6月1日 付他)と ある。し

かし、 日本全国で家庭にいる女性を対象 とし、ニーズの高い教育を安価で提供することは、確

かに広いマーケットではあるけれども、極めて不安定な足場で事業を立ち上げることになった。

牧口が高等女学会を立ち上げた1905(明 治38)年5月 は、 目露戦争(明 治37年2Eか ら明治38

年9月)の 最後の頃である。海外からの借金で行った戦争だった為、勝ったとはいえ日露戦争

後の目本は大不況となる。その時代に、「中流以下の」家庭の女性が、直接家事に関係ない教養

を学ぶ とい うことは、家庭経済から考えても極めて困難なことであろう。まさにその中で教育

事業を起 したことは、先覚者 と呼ぶに値する。 しかし、決して女性だけを意識したものではな

いと考えるべきであろう。

このような半目学校 と、教育の機会は全ての人々に提供されなければならないとい う牧 口の

考えが通信教育に結びっいたのはなぜであろうか。牧口が師範学校を目指して勉強していた明

治20年 ごろは既に述べたように目本における通信教育の揺藍期である。印刷された講義録が郵

硬 制度によって定期的に自宅に送 られてくるシステムは、当時として極めて新 しい試みである。

現代のインターネ ットの普及に相当する。アメリカの通信大学のシステムが紹介され、 日本の

通信教育はそれを参考に生まれた。 しかし、教育の現場を経験 している牧口にはためらいがあ

った。それは、講義録を送るだけでは無責任であるということである。1908(明 治41)年2月

の教育茶話会でこのように発言している(32)。

通信 教授を始めて居 つたのであ るが、その必 要を此処 に喋々申す こ とも無用 であ ります まい。 唯だ
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其成績 が何 ふか と云ふこ とが却 つて皆 さん方の御 疑問であ らうと思ひますか ら、それを簡 単に 申しま

す。通信教授 を します ばか りである と甚だ無 責任人 のや うであ ります か ら、多少の誘 導 した ら必ず相

応 の成績 はあ らうとは存 じなが ら、未だ実行 の時機 に至 りか ねて居 りま したが、北海 道友人中 には講
くママラ

義録 を中心に して一週 間に一 回、或 は月 に一 回学校 に集 めて輪講せ しめ奨励 した所が 「ナカ〉 成績

が宜 い と云ふ報告 をな し、且つ私共 に益 々其 の奨励 して下 さる方 が多 いので益々 自信 を高めて来ま し

た。其故 出来 る丈 け講義録 を改良 して当初の 目的を達す る様 にす る と共に前に述べま した公共的の団

体に改めて下層社 会の女 子に講 義録 さへ も講読の出来ぬ篤 学の人には講義 を配布す ることも、是か ら

追々拡張 してや る積 りであ ります(下 線筆者)

講義録を送るだけでは、甚だ無責任なので、何か 「誘導」したらそれに見合った効果が出る

だろ うと考えてはいたが、実行しないでいた。北海道の友人が、週もしくは月一回学校 に集め

ると教育効果が良いと教えてくれた とい うのである。北海道の友人は誰か特定できない。しか

し、そのア ドバイスを生かして、女子技芸実習講話会を月一回開催するな ど、人間の触れ合い

を大事にした通信教育を牧 口は行 う。

それでは、いっ頃からこのようなことを考えるようになったのであろうか。筆者は、北海道

における単級教授の研究と実践 と無縁でないのではないか と考える。単級教授は、どのような

過疎地であっても、また、教員が不足し、その技術が十分でなくても、与えられた環境の中で

いかに子 ども達に適切な教育をしていくか とい うことが根底にある。半 日学校についても、『牧

口常三郎全集』第7巻 の注 ㈹ にあるように、単級教授の研究の中で ドイツにおける半 日学校

の実践を知ることもできる。

しか し、高等女学会の創立を考えはじめたのは、1903(明 治36)年10月 の 『人生地理学』出

版後であろう。先に述べたように牧 口の上京の目的は、著書の出版 と地理学の更なる研究であ

るか らである。同会の創立は、浜幸次郎を幹事、牧口を主幹 として行われている。本格的な準

備は、中心者 となる浜 との再会(34)、打合せをもって始まった と考える方が適当かもしれない。

牧 口は、浜の北海道師範学校時代の教え子であり、新任教員の時の後輩にあたる。1893(明 治

26)年4月 より牧口は母校の附属小学校の訓導になるが、浜は、1892(明 治25)年 から1894(明

治27)年 に同師範学校に在職 している。浜 との出会いについての詳細は、他 日を期 したい。ま

た、高等女学会の講義録の講師陣が東京高等師範、女子高等師範の人々が多いことか ら、茗渓

会で縁 した関係者によって検討 されたのではないか と推測 される。 しかし、教育を中流以下の

階層にまで及ぼすべきだとい う考えに、当時、一番近いグループということになれば、初期社

会主義を担 う人々との交流も視野に入れて検討 しなければならないだろう。片山潜の後継者 と

して『渡米雑誌』の発行にあたった山根吾一35)と は北海道時代か ら面識があった と考えられ、

彼の主宰する渡米演説会の講師 も少なくとも三度引き受けている。片山とも交流があったかも

しれない(36)。また、牧口は、斉藤弔花の紹介で尾崎行雄に会お うとしたことは既に紹介 した(37)

が、『国民評論』第1号 には二人の論文が掲載 され、尾崎の論稿が牧 口の編集する 『高等女学講

義』にも掲載 されている(38)こ とから、尾崎 と編集者 として会ったであろう。このように、高

等師範の人脈だけでなく、幅広い交流のなかで、高等女学会の構想が練 り上げられたと考えら

れるのである。

牧口常三郎の三男洋三の妻であった金子貞子は、牧 口の創価大学設立の構想を聞いたひ とり

である。金子は、牧 口の、「私は大変な苦学をした。勉強 したいと思っても学校に行けない人が

いるだろう。だから、そ うい う人のために奨学金 をっ くりたい」との話を紹介 している(39)。
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向学心があった牧口は、13歳(40)まで住んだ荒浜の時代も、小樽で勉強給仕 と呼ばれた時代も、

思 うように学べない苦しみを深 く経験 している。このような経験もまた、牧 口が高等女学会創

立に情熱を傾 けることになる理由のひとつであったかもしれない。

牧口は、高等女学会を創立 し、一身に背負い、その運営にあたるために大きな犠牲を払わな

くてはならなかった。それを払ってもなお、通信教育事業はやる価値があると牧 口は考えたの

であろう。その第一は、高等女学会創立からおよそ4カ 月後の10Aに 、会務に専念する為、茗

渓会書記の辞任を願い出た(41)。また、弘文学院、東亜女学校も1907(明 治40)年4月 には退

職 している。 しかし、それ以上に牧 口にとって大きな犠牲 と思われるのは、牧 口の小樽時代の

友人、藤山万吉からの研究支援の申し出を、その時点では断ったことである。その話を、牧 口

は、1908(明 治41)年10月 に出版 された 『訂正増補人生地理学』の 「第八版訂正増補に就て」

に、藤仙 に対する深い追悼を込めて書いている。既に以下のように要約 しているので再掲する

(42)(尚、先生の敬称は略する)。

地理学 に新 しい時代 を開いた牧 口が、地理学会 のなかで、なぜ大 きな位置 を与 え られ なかったのか。

それ は、地理学史 の立場 か らみる と帝 国大学 に地理学 の講座 ができ、大学教授 らが中心 になって地理

学の研究が行われ るよ うになったか らだ とも言われている。

しか し、実は もっ と別 の大 きな理 由は 自身 にあった と思われ る。

明治38年 秋 、 日露戦争後 の樺太 国境 画定の仕事 を終 えて帰京 した志賀重 昂が、牧 口を呼んで、藤 山

万吉を知 っているか と尋 ねる。幼 い時の大切 な友 達である と答 える と、樺 太で会 った藤 山が、ぜひ 友

人である牧 口の研 究の経 済的支援 を したい と思っている ことを伝えて くれ 、 と頼 まれ た とい うのであ

る。

志賀 は、更に諭 す ように、「西洋で もそのよ うな例はた くさんあ る。是 非受けては ど うか」と言 う。

しか し、牧 口は 「私には今 、 どうしてもや り遂 げなけれ ばな らない仕事 があ る」 といって辞 退 した と

い うのである(43)。

翌明治39年8月 、牧 口は、藤 山に会いに行 くが、す でに重 い病 に伏せてお り、面 会はできなかった。

以来、二人は二度 と会 うこ とはなか った。

ちなみに藤 山の養父は、後年小樽公会堂 を建築 し寄付 した藤 山要 吉である。

藤 山の 申し出 に優 先 して、 ど うして もや り遂げな ければな らない仕事 とは何か。それは、明治38年
くマ マ ラ

6月 に、牧 口が実質的な 中心者 とな って創 立 した 「大 日本 高等女 学会」の仕事 、女性 のための通信 教

育の事業 である。

このように、高等女学会の創立 と運営は、誰かに頼まれて とい うより牧口自身がこれは何を

差し置いても実行したいと思い、強い意思のもとで運営にあたったと考えられるのである。

③ 大 目本高等女学会の概要とその活動

a,大 日本高等女学会の創立日について

高等女学会の創立は、1905(明 治38)年5月 と考える。既に触れた明治42年1月 の履歴書に

は、「一、明治三十人年六月一 日 大 日本高等女学会ヲ創立シ全四十一年八月マデ其事務並二高

等女学講義ノ編纂二従事ス」 と、高等女学会の創立を同年6Hと しているが、牧口の発言及び

収集 した新聞 ・雑誌の広告を整理してみると、5月 と考えられるのである。

まず、既に5月 に、高等女学会の活動が行われている。
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(イ)「 明治 三十八年五月 二十八 日地久節 を トし高等女学講義 を発刊 して … 」(「本会 並に附属女

芸教習所の趣 旨」(『大家庭』 第3巻 第1号 明治40年12月)。 『教育』63号(茗 渓会 明治38年5月

15日)、 『少女 界』第4巻 第7号(金 港 堂 明治38年6月)の 広告 も 「地久節創刊」 とす る。『東京

朝 日新聞』(明 治38年7月25日)も 「五月創 刊」 とす る。

(ロ)「 五月 中の申込者 は入会金 を要せず 、六月末ま では入学金 を半額 とす」(『二十世紀 の婦 人』第

2巻 第7号 明治38年7月)

(ハ)『信濃毎 日新聞』明治38年5月28目 付広告

イは、地久節(皇 后誕生 日)に 『高等女学講義』を創刊 したこと、ロは、5月 中に入会の申込

みできること、ハは、募集活動が行われていたことを示す。

次に、多くの新聞雑誌の広告が、5月 創立となっている。

『教育』67号(茗 渓会 明治38年9月)に 、「本年六月創立初号発刊」とあ り、『東京朝 日新

聞』明治38年9月1日 付も、「六月創立」としている。この時期には、6月 創立の意識があるの

かもしれない。

しかし、明治39年1月 から3Eに かけて、「本会は昨年五月創立以来非常の隆盛な り」という

言葉が新聞 ・雑誌の広告に入る(『京都 日出新聞』1/16、2/1、2/4、 『東京朝 目新聞』

1/14、2/2、3/7、 『信濃毎 日新聞』2/3、 『大阪毎 日i新聞』1/19、2/1、3/4、

茗渓会 『教育』73、74、75号 、『女学世界』第6巻 第5号)。 この時期に、『ムラサキ』第2巻 第

1号 の広告は、「昨年六月創立以来」 としているが、第2巻 第4号 では、「昨年五月創立以来」

と他 と揃 う。(下 線筆者)

明治39年9月 には、「本会は昨年六月創刊以来逐号整頓」 と高等女学講義の創刊のことが新

聞 ・雑誌の広告に入る(『大阪毎日新聞』10/9、 『萬朝報』9/1、9/14、1◎/1、 『秋田魁

新聞』9/1、 『東北新聞』9/1、 『静岡民友新聞』9/2、 『神戸新聞』9/1、 『京都 日出

新聞』9/1、9/4、 『大阪毎 日新聞』9/1、 『福岡新聞』9/1、 『北国新聞』9/1、 『先

世』第1巻 第1号)。 この時期に、『東京朝 日新聞』9/1の みは、「六月創立逐号整頓」として

いる。誤植の可能性はないか。

女性のための通信教育であることから、皇后の誕生日である地久節 を記念 して、『高等女学講

義』を創刊し、創立の日としたのではないかと考えられるが、逆になぜ、明治42年 の履歴書に、

牧口が創立五月、つまり、地久節を創立の日と書かなかったのか、興味のあるところである。

b,牧 口常三郎が関与した期問と会員数

高等女学会に牧 口が関与 した期間は、履歴書に、「全四十一年八月マデ其事務並二高等女学

講義ノ編纂二従事ス」 とあることか ら、1905(明 治38)年5月 から1908(明 治41)年8月 まで

と見られる。その間には、1905(明 治38)年 の創立から,1906(明 治39)年11月 には2万 有余

の会員を有するまでに至った上 り坂の時期(い っまで順調だったか不明)と 、その後、何 らか

の事情で事業が行き詰まり、そこから、再起 を期 して、1907(明 治40)年12月 、会長に二条侯

爵夫人を迎え、慈善の女芸教習所の活動に比重を移 し、心機一転、存続に努めた時期に二分さ

れる。

会員数にっいては以下の新聞広告に出ている。注に付したように、全国の約80以 上の新聞雑

誌に新刊紹介 ・書評、広告が掲載 ㈹ されていることや高等女学会の賛助員(45)に 全国の高等

女学校長がなっていることから全国規模で募集(46)及 び活動を行っていたと考えられる。
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「(明治38年)9月20目 会員一万に達せ しに依 り」

(『大阪毎 日新 聞』明治38年10月9日 、『萬朝報』10月1日 、『信 濃毎 日新 聞』10月4日 、『土

陽新 聞』10月4日 、『鹿児 島新 聞』10月4日 、『福 岡 目日新 聞』10月4日 、『北 国新 聞』10月

2日 の各広告)

「六 月創刊 九月会員一万人 に」(『 都新 聞』 明治38年10月4日)

「大好評 を博 し己に二万有余 の会員 あ り」 (『萬朝報』 明治39年11E11日 の広告)

さらに、女学会の所在地で、4っ に時代区分できる(47)。それを 「資料1略 年表」にまと

めた。概ね、三崎町、水道町にあった時期が高等女学会 としての興隆期、加賀町、白銀町にあ

った時期が、慈善活動に比重を移 し、存続を図った時期にあたる。

資料1略 年表

明治34年5月 書きためた原稿を出版する為、退職 し家族 と共に上京

明治36年10月15目 『人生地理学』を文会堂より出版、好評 を博す

明治36年11.月1日 ～明治38年12A茗 渓会書記、雑誌 『教育』を編輯

明治37年2月10日 ～明治40年4A弘 文学院講師として地理科教授

明治37年8月1日 ～明治40年4月 東亜女学校教師として諸科の教授

明治38年5月 に大 日本高等女学会創立(～ 明治41年8月)

第 ユ期:神 田区三崎町三丁目1(48)に 大日本高等女学会を置く 明治38年5月 ～

女子技芸講習所も設置

『通俗学術雑誌 先世』の編集 ・発行人を務める(明 治39年2月 ～5月)

第2期:小 石川区水道町35に 大日本高等女学会を移す 明治39年3月 ～

『日本の少女』を発行する大日本少女会の主幹を兼務(明 治40年2月 頃～7月 頃)

第3期:牛 込区市ヶ谷加賀町2の!3に 大目本高等女学会を移す 明治40年12月 ～

女芸教習所は水道町35に

第4期:牛 込区白銀町19に 大日本高等女学会を移す 明治41年3月 頃から8月

明治41年10月 人生地理学訂正増補版を出版

*明 治42年1月 牛込区下戸塚12番 地に寄留

明治42年2月2目 ～明治43年4月23日 富士見小学校の首席訓導

明治43年8.月6日 文部省図書課属 となり、地理教科書編纂に従事する。

次に、資料として、「大目本高等女学会の役員の変遷」をまとめた。創立当初は、他の通信

教育の団体に見られるような華族夫人を会長に置くことはなかった。後年、慈善活動として会
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を運営していく必要からか、資料のように会長、副会長 に華族夫人を置くようになった。

資料2大 日本高等女学会の役員の変遷

明治38年5A(創 立時)幹 事;浜 幸次郎 主幹;牧 口常三郎

*浜 は、明治38年6月5日 に東京市視学に任命される(49)。

明 治39年10A

明 治40年12月

明治41年3月

会長 烏丸操子伯爵夫人

会頭 二条沿子公爵夫人 副会頭 青木楠枝子子爵夫人

幹事;浜 幸次郎、牧口常三郎、柴田凌雲、有久龍一、山川総太

会頭 二条沿子公爵夫人、副会頭 青木楠枝子子爵夫人

顧問 肝付兼行 他理事18名

c,大 目本高等女学会の活動の概要

高等女学会の活動にっいて、1907(明 治40)年12月 発行の 『大家庭』に掲載 された 「大 日本

高等女学会規則要項」には、次のように記されている。

事業 本会は前条の目的を達せんが為めに左の事業をなす
一、高等女学講義及び雑誌大家庭を発行し之を会員に頒ち以て家庭独修の通信教授をなす

二、慈善教育部女芸教習所を附設し修学の資力なき女子に技芸を教授す
くママラ

三、本 邦 及び支部に毎月学芸会を開き本部にありて本会講師、支部にありては支部嘱託講師の出

席を請ひ学科の質問に応じ女芸の実習を指導し講話をなし以て通信教授の及ばざる処を補ふ

四、講義録による卒業生の為に女芸教習所に特別の学級を設け各学科の補習並に女子に必要なる技

芸を授け以て高等女学教育を完全ならしむ

高等女学会の活動は、1907(明 治40)年12月 の女芸教習所設置前後で大きく変化する。創立

当初からの活動は、規則要項一 と三の活動であり、女芸教習所設置に伴い二 と四が加わった。

そこで、その順番に述べていきたい。

『高等女学講義』 と 『大家庭』『家庭楽』

『高等女学講義』は、1905(明 治38)年5月 に創刊 された。月2回 配本 され、2年 間(半 期

が一学年)で48冊 を学び修了す ることになっている。1907(明 治40)年12月 には、修業年限も

1年 半とし、第3学 年以上は、合本 となって月1回 の配本となった(50)。

また、月刊の女性雑誌 として 『大家庭』が明治38年11月 創刊された。『大家庭』は、第3巻

第6号(明 治41年4月)ま で出版が確認できる(51)。

『家庭楽』 という雑誌も明治39年2月 に創刊された。月刊で、16号(明 治40年7月)ま で発

行が確認できる(52)。『家庭の楽』とする広告もある。『大家庭』との関係など詳細不明。『岩手

日報』明治39年3月24日 付の広告等には、「天下最廉の雑誌 『家庭楽』初号3万 部売切れ、第五

版発行」 とある。

高等女学会の出版物で現存が確認できるのは、『高等女学講義』第2学 年第1号 から第4号 、

第12号(明 治38年12月 から明治39年5月)(創 価教育研究センター所蔵)と 『大家庭』第3巻 第

1号(明 治40年12月)1冊(東 京大学明治新聞雑誌文庫所蔵)と 『大家庭』第2巻 第1号 の広
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告チラシ(明 治39年)(創 価教育研究センター所蔵)で ある。

それ以外に、『日清会話 買物指掌』(53)という小冊子が高等女学会から出版されているが、

詳細は不明。『先世』については、197-200頁 参照。

女子技芸実習講話会 ・観楓会 ・区別懇話会 ・卒業式の開催等

高等女学会は、1905(明 治38)年11月 以降,月1回 第3日 曜に、主に高等女学会の建物で女

子技芸実習講話会(54)を 開催 している。1906(明 治39)年1月21日 の講話会では、余興 として

カルタ会を行っている。既に紹介 したf北 海道友人中には講義録を中心にして一週間に一回、

或は月に一回学校に集めて輪講せ しめ奨励 した所がナカ〉 成績が宜いと云ふ」話を受けたも

のであろうか。

また、高等女学会は、!906(明 治39>年11H3日 には滝野川不動寺境内で観楓会(55)を 開催

している。浜視学、牧 口主幹等の講話や挿花茶儀実習、余興 として遊戯競争、音楽活人画福引

等を行い売店も設けるなど、会員約三百余名で記念撮影もする盛大なものであった。

1908(明 治40)年2H頃 ～7月 頃(56)の 限定された期聞であるが、牧口は、小学生を対象に

『日本の少女』(会長:下 田歌子)を 発行す る大目本少女会の主幹を兼務する ㈹ 。そ して、そ

の時期、同会の所在地は高等女学会 と同じになる。牧 口は、高等女学会 と大 日本少女会の会員

による合同の懇談会 を東京市内の各区で行い、それに数多 く出席 し話をしている(58)。また、

全国各地での開催 も呼びかけている。『日本の少女』第4巻 第6号 写真版には、横浜 目ノ出町で

行った懇和会の役員 との写真が掲載 されている(59)。

また、1905(明 治38)年5月 の創立か ら2年 半後の1908(明 治41)年1月19日 には、四谷愛

住女学校で卒業証書の授与式も行っている(60)。

慈善教育部の拡張 と慈善の女芸教習所の附設

創立以来順調に発展 してきた高等女学会だが、明治39年11月 に会員2万 有余を数えた頃から、

明治40年9月(61)ま での問に、同会に大きな危機が訪れる。このことにっいては後述する。む

しろそれ以降、高等女学会の目指す女子教育の対象がより経済的に豊かでない人に向けられる

ようになった。そのことを牧口は、「本会並に附属女芸教習所の趣 旨(62)」として次のよ うに演

説 している。

此 に於 てか、従来 の組織 を改 め、一層 自修者の便 を図 ると共 に慈善 の女芸教習所 をも附設 し学資な

きものに無料 にて女芸 を習 は しめ、其 の尚通学 し能 はざる女子 に対 しては、本会の講義録 を給 与 し、

以て能ふ丈、女子 教育 の普及 を下層 に及ぼ して其の欠 陥 を補ひ、.且つ就職の道 を講ぜ しむる こと》せ

り。

同じ『大家庭』第3巻 第1号 の 「大 日本高等女学会の発展」には、「本会の組織変更」として、

同会を慈善事業 とし、資金援助を募って運営する組織に変更する旨、次のように述べている。

従つ て将来 に吾人 のなすべ き事 は益 々広大 とな りしか ば、今や区 々た る私人の事業 と為す を以て満

足す る能はず 、公 明正大 に慈愛 の念 に厚 き熱誠の同志 を翁合 し、又た世の博愛仁慈の諸君士 の賛助 を
くマ マ ラ

仰 ぎ、大に国家社会 の為 に尽すあ らん として薙に組織 を一変す ること墨 あ れ り。
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具体的には、二条沿子侯爵夫人を会頭に、青木楠枝子子爵夫人を副会頭に推戴するとともに、

慈善教育部の拡張 と慈善の女芸教習所を附設することになった。慈善教育部の拡張とは、創立

当初より、できるだけ学資に乏しく、性質温良の女子に奨励 と慈善を行お うとして、「小学校の

紹介せる出征軍人の家族には束修免除、月謝半減の特待」「小学校長の推薦にか 』る操行衆に優

れ、学校区域内に於て模範 となるべきもの ＼為めに無束修」を行ってきたが、「当初の企図を拡

張 し及ぶ丈多 くの人々に講義録を給与 し、以て女子教育を下層に及ぼし、学術奨励をなす」こ

とである。牧口は、その趣旨を 「篤学の人であつたならばどれだけ自修に依て成績が挙げらる ＼

か と云ふ一の試験 としてもどうか教育 して見たいと思ふて講義録を上げる積 りであります ㈹ 」

と述べている。

次に、女芸教習所にっいては、「大 日本高等女学会規則要領」に 「第三 女芸教習所」の項

目を設けた。

一 目的 教習所は修学 の資力なき一般有志 の女子に技芸を伝授 して就職の途を講せ しむる所 とす

(略)

一修業年 限 修業年 限は一ケ年半 以内 とし 其科 目は家事
、裁縫 、手芸(造 花 、刺繍、編物、摘み細

工、綿細工)簿 記、産婆学 とす

と定めた。『大家庭』第3巻 第1号 には、家事科、裁縫科、手芸科(造 花、刺繍、摘細工、綿細

工)、簿記科、産婆科の講師の名前が主任 として掲載されている。しかし、実際に行われたのは、

綿細工、裁縫、刺繍である(64)。『萬朝報』明治41年3月29日 付には、高等女学会の綿細工講習

会の広告が、『東京朝 日新聞』にも、同年3月25日 付に綿細工講習会の広告が掲載 され、3月20

日には、綿細工講習会 とリンクした 「綿細工の有望」とい う記事が掲載 されている。

高等女学会の前半の活動は、「理想」を掲げ、高等女学校に準拠した教育内容を家庭でもで

きるようにしようとしたのに対 し、後半は、体制を変更し、講義録を 「下層」の女子に給与し、

また、女芸教習所を附属し無料で教育し就職の道 を開こうとい う極めて 「現実的」な教育を行

っている。経営の危機 を経たことだけでは、この変化は説明できない。高等女学会の運営の中

心者であった牧口の心に何があったのか。少なくとも、女性の自立が大切であると考えていた

のではないだろ うか。 「本会並に附属女芸教習所の趣旨」の演説はこう結ばれている(65)。

慈善 を以て単に困窮者 に金品 を施 与す るにあるのみ と解す るは偏せ り。必要なるには相違 な し、効

果は 目前に顕わる 》には相違な し。 され ど其効果概 ね案外に少 きが上往々それが為 に、依頼心 を生ぜ

しめて思はざる弊害 を生すること恰か も病者 に一時凌 ぎの投薬 をなす が如 し。

真正に して、有効な る慈善の本質 は、恰 も衛 生家が病気の起 らざる以前に予防す るの、却 て病 後の

投薬 に勝 ること、幾層倍 となすが如 く、軟弱なる女子を して貧 困に陥 らざるや うになす にあ り。 金品

を施与 して、一時の慰籍 を得 しむ るよりは、職業 を与へて、永久に生活法 を講ぜ しむるは勝 り、 自ら

生活の方法 を見出 さしめ、偶々陥ゐる場合に処 して、恢復 の途 を講ぜ しむ る能力 を与ふる ことは、職

業 を与ふ るよ りも、更 に大な る効果あ ることを認識す るを要ず。此意味 に於て教育慈善は、進歩 せ る

社会 に於て、最 も必要な ることとして進歩せ る慈善家の殆ん ど一致せ る所 な り。願 くは、 目前 に直接

其の効果の見えざるを以て として、 同情の念を薄 か らしめざらんこ とを。(下 線筆者)

④ 大 目本高等女学会の目的と特色

1905(明 治38)年5月 の創立当初の高等女学会を知 る上で、『二十世紀の婦人』第2巻 第7
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号(北 海道婦人同志会 明治38年7H)の 長文の広告は貴重な資料である。当然、主幹である

牧 口の考えが反映されている。この資料 と、『大家庭』第3巻 第1号(明 治41年12.月)に 基づい

て、高等女学会の目的 と特色にっいて述べる。

本会 の 目的 本会 は種 々の事情 によ り高等女学校 に入 るこ との出来 ぬ女子 の為 めに、家庭 に於 て業務

の傍 高等女学校 の全課程 を独習せ しむるにあ り(『 二十世紀 の婦人』第2巻 第7号)

高等女学会の目的は、ここにも明らかなように、高等女学校に入学できない女子に、その全

課程を家庭で自習させることにある。 しかし、進学できない最大の理由は学費である。この広

告には明らかにしていないが、牧口が、

本会 は創 立の初よ り、一 方に存 立の経 営をなす と共に、及 ぶ丈け世 の学資 に乏 しく、而か も性質 温良

の女 子に奨励 慈善教育を施 し、聯 か其人 の為 め、 国家 の為 めに尽す所 あ らん と期 し、 当時 日露大戦役

の最 中な りしかば、且つ小学校 の紹介せ る出征軍人 の家族 には束修免 除、月謝半減の特待 をな し来 り、

又た規則 中別 に特薦 生を置 き、小 学校長 の推選 にか ンる操行衆 に優れ 、学校 区域 内に於 て模範 となる

べきものy為 めに無束修、無月謝 にて教授す ることとな し居 りしが、(以 下略)(下 線筆者)

(「大 日本高等女学会の発展」『大 家庭』第3巻 第1号 、24-25頁)

と述べているとお り、就学を支援する為に、①小学校の紹介せる出征軍人の家族には束修 く入

学金)免 除、月謝半減の特待、②特薦生を置き、小学校長の推薦にか 」る操行衆に優れ、学校

区域内に於て模範 となるべきもの Σ為めに無束修にて教授する制度を持っていることである。

これは、単なる通信教育で高等女学校に準じた教育を自宅学習させるものではなく、学びたい

意志のある女性に対 して、広く教育の機会を提供することに目的をおいたものである。同じ『大

家庭』に掲載されている規則要項では、創立時 と異なる目的が加えられている。これは、授業

料無料の女芸教習所の開設に伴ったものである。女芸教習所にっいては後に触れる。

目的 本会は女子に高等普通教育を施し其智徳を高め以て本邦女学の普及発達を図り併せて修学の

資力なき一般女子に実用的技芸を教授するを以て目的とす(下 線筆者)

(「大 目本高等女学会規則要項」、大家庭第3巻 第1号 、29頁)

次に、『二十世紀の婦人』掲載の広告により、その特色を見ていきたい。

高等女学講義発刊 会員募集

本講義録 は、満 ニケ年 に して高等女学校 の各学科 を講 じ了るべ きものにして、其程度は、正 しく文

部省 の示せ る高等女学校教授細 目に準擦 し、経験 に富み たる教育家 が、教室 に臨みて、親 しく生徒 に

教授す るが如き方法 を以て、丁寧親切 に講義す るものな るが故 に之 につ きて学習すれば高等女学校在

学者 と毫も異る ところなく、 しかも経費 を節減 し得 て、安全 に家 にあ りて、家業 を助け なが ら、 中等

以上の学力 を養ひ得 べきものな り。恰 もこれ単 に教室 を備へ ざる高等女学校 として見 らるべ きものな

り天下幾萬独 習生のために彼岸 に達す べき津筏 を供せん とす るものな り。又 巳に他 に嫁 ぎ家庭の主婦

とな りし女 子に して、常に密か に学 問の不足を感 じ、青年女子 の教 育を羨み、年長 け時少き を嘆 くも

の も、現今 決 して少数 にあ らず。 これ ら年長女子 に向つ ても本会 は、熱誠 を以て 自修講義録 を学習せ

られんこ とを希望す。
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又学校 にては、言 ふまでもな く教室 の教授を以て主眼 とすれ ば、 高等女 学生の年齢 に於 ては、相応
くマ マ ラ

に学科 の 自修 を要求す るが故 に、 自修 の多少は直ちに成 蹟 の良否 に関す。本会 の講義録 は、深 く此

点に注意 し、丁寧懇切 に 自修研究 の方 法 を指導するが故 に、労少 くしてよ く学科の要領 を解 し、記述

の精神 を知 り、かつ容易 く之を記憶 し応 用す るこ とを得 しむ 因て現在 の高等女 学校 生徒及女子 師範 学

校 生徒 に取 りて も、極めて大切な る坐右 の師友た るべ し。

又 巳に学校 を卒業 したる女子 も受験其他の必要 によりて、学校 にて学 び し諸学科を、復 習記 憶する

を要す る場合決 して少なか らず。 され ども浩潮 の書籍につき一 々之を反復せ ん ことは容易 の業 にあ ら

ず。本会 の講義録 は簡 明平易なるが上 に章節の要 を撹 りて之を表示 しもしくは約説せ るが故に、短時

間に して復 習を終へ、しか も要点を逸 さゴるな り。即ち高等女学校女 子師範 学校の卒業 生に向つて も、

研 究若 くは復習のた めに、此講義録 を利用せ られん ことを薦 むるもの な り。

若 し夫れ、本会の講義録 につきて、熱心 に学習せ るものにあ りては、他 日女学校任意 の学級 に入学

し得べ く、又女 教師の検定試験 に合格 し得べ く、将又直ちに高等女 学校の卒業試験に及第 し得べき こ

とは、今 日よ り之 を確保 して、本会 の栄誉 とする所 な り。

之 を要す るに、本会講義録は、女子教育 の欠陥 を補はんがた めに刊 行せ るもの にして、主 として濁

学生 のた めに し、兼 ねて、女学生及 卒業 生のた めに 自修研究 の良師友 た らん こ とを期す るものな り。

(下線筆者)

特色 としてあげていることを拾っていくと、第1段 落では、

1,2年 間で高等女学校の各学科を修了するもので、その程度は、高等女学校教授細 目に

準拠 している。

2,教 室で生徒に授業するような方法で、丁寧親切に講義をするので高等女学校に入学 し

たのとかわらない。

3.安 い費用で学べて、家庭学習なので安全で(66)、家業を助けながら学ぶことが出来る。

として、「教室を備へざる高等女學校」と表現 している。

第2か ら4段 落では、

L高 等女学校では、自習をすることが求められ、それをしっかりやっているかどうかが

成績につながる。丁寧懇切な自習の方法を指導するので、その科目を理解す る上で、高等

女学校、師範学校生徒にも有益である。

2.学 校を卒業し、受験などにより復習をする場合でも有益である。

3,志 望校受験や検定試験の勉強、高等女学校の卒業試験の参考書 としても有益である。

として、高等女学校に在学もしくは卒業した女性にも有益であるとしている。

第5段 落では、今までのことを要約すると、本会講義録 は、「女子教育の欠陥」を補わんがた

めに出版していると書いている。ここでいう 「女子教育の欠陥」とは何か、実は、単に、女子

教育だけでなく、当時の教育の欠陥 と牧 口が考えるものを克服せんとするところに、高等女学

会の教育の特色があるのではないだろうか。それは、「丁寧懇切に自修研究の方法を指導する

(67)」と表現 される牧 口が北海道師範学校の時からの教育に対する姿勢であり、創価教育学体

系に結実 していくものではないかと考える。

⑤ 『高等女学講義』の特色

a,開 講科 目と講師陣

高等女学会が月2回 会員に送る講義録 『高等女学講義』の開講科 目と講師は、資料によって

若干異なる。その変遷の研究は後 日の課題 として、概要を紹介する意味で、1907(明 治40)年
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創立者の大学構想 につ いての一考察(1)通 信教育部開設構想 とその沿革

12月発行の 『大家庭』掲載の科 目と講師を掲載する。創立時の雑誌新聞に掲載されているもの

は、初年度(第 一学年)担 当の科 目と講師を紹介していると思われるので、創立より2年 経っ

た完成年度以降が適切 と考えた。(宏 文学院にっいては、注18参 照)

資料3『 高等女学講義』の開講科目と講師

修身科

国語科 講読

文法

作文

習字

英語科

算術科 ・幾何科

歴史科 日本

外国

地理科 日本地理

外国地理

地文

理科 植物

動物

生理

化学鉱物

家事科

裁縫科

図画科

物理

女子実業科

茶儀及挿花

割烹

和歌

女礼法

文章

東京府高等女学校教諭

東京高等師範学校教授

東京高等師範学校教授

東京高等師範学校教授

東京高等師範学校教授

埼玉県師範学校教諭

文学士

東京高等師範学校教授

東京府師範学校教諭

東京高等師範学校教諭

東京府師範学校教諭

東京早稲田中学校教諭

本会幹事宏文学院講師

東京府師範学校教諭

文部省図書課

東京成城学校教諭

女子高等師範学校教諭

前東京府高等女学校教諭

本会幹事東京市視学官

東京宏文学院教授

本会幹事東京市視学官

女子高等師範学校教授

女子高等師範学校教諭

女子高等師範学校訓導

東京府師範学校教諭

女子高等師範学校講師

東京宏文学院教授

日本女子大学講師

本会理事 割烹専攻

日本女子大学講師

女礼法専攻

東京日目新聞記者

郎

敏

郎

郎

子

子

子

三

平

平

平

平

皐

苗

治

太

造

豊

通

三

豊

雄

敏

郎

勉

郎

太

郎

美

鶴

み

源

弥

弥

弥

弥

鶴

夏

万

作

米

内

常

武

可

茂

次

鉄

次

寿

千

な

川

田

田

田

田

田

田

駒

垣

岸

田

田

口

田

田

来

島

川

幸

山

幸

川

村

橋

市

吉

吉

吉

吉

岩

池

生

稲

峰

依

小

牧

依

原

根

竹

森

浜

秋

浜

宮

吉

市

一喜森

作

茂

子

圃

式

花

仁

文

禄

花

義

弔

太

島

山

宅

島

藤

金

児

宇

三

中

斉

(『大 家庭 』 第3巻 第1号 、 明 治40年12月 に よ る)

一38一



創価教育研究第5号

b,講 義録の内容の特色

講師陣にっいて、『二十世紀の婦人』の広告ではこのように紹介 している。

本会 の教師 本会 の教師 は男女両高等師範学校 の諸先生 を初 め、学識 と名望 のある方々にて、而か

も多年 の経験 に基づ き、誰れ にもよく解 る様、丁寧親切 に講義 し、其上各科の研究の仕 方を も教授せ

らる 墨ものなれ ば、本会 に入学の女子は、恰 も実際 に全 国の模範た る女子高等師範学校の附属高等女

学校に入学 したる と同じ事なるを信ず、(下 線筆者)

男女両高等師範学校等の優秀な講師陣を配 していることとともに、「誰れにもよく解る様、丁

寧親切に講義」 し 「研究の仕方をも教授」するというところが実は牧 口のや りたかった ところ

ではなかろうか。参考までに、『高等女学講義』掲載された牧口の 「外国地理学」の一部分を紹

介する。(こ の引用のみ、原文の香 りを伝えたい とい う観点から極力旧字体で表記した)

まず、「誰れにもよく解る様、丁寧親切に」講義している例を紹介する。

(一)外 国地理が何故必要であ らう

ちよっこらちよいと、脚 薗へ着って乗る穣な角蔭 があるでなし、罷宍妥敷しい饗 薗亀茗の藻缶曲

てくる笹算の亀蓮が警夏に荷の基に壷たう?と は空守1写へるものの誰れでも、慧ふところである、

が、薗を蹟して一笏グ卿薗の人も彰も久れなかつた響しならばいざしらず、薦葦あり、声{セ嘉あり、竃樒

あり一シ瞬ン千重ともいふべき琴の垂に、さりとは蜜 り蒔勢覆れの舌ひ豊、まあ少し思ひ置して、身の

薗りを窪憲してこ藍!。 吾々肩ジ帯の星ク潜に算 溺の儀螺 の集御 に廣笑なことに欝 くであらう。ラ

ンプ下で、昆の窟稿を書き初めた私は、何よりも発にランプの晃りに窪憲が薩び蓮こされた。飯々た

る認 を銭つ髭碧蒲は露西亜の南方、カフカズの産かしらん、はた北米合衆國の出かしらん、そもい
コ

づ塵 か ら來たであ ら う ㈹ 。

次に、「研究の仕方を教授」している例を2例 紹介する。

(二)外 國地理研究の注意

籔 ジ蕩マで親 しく籔諦 について籔 窪 を蔓 けてさへ、舜薗鬼蓮 は麓 え態 いものを、涜 して自毫 て 首『彦 し

や うといふのですか ら、六ケ敷 しいこ とは笏論 、籔 える方に於 ても、これ をi謹藤を持たせて、箇資 く

教授 しや うといふ は窟 る菌難 な ことであ る。 が併 し、物 は在み によるもので、あながち癸篁 すべ き

ではあ りますまい。

そ こで、本義 に矢 る箭 に、一寸ミ讐ン(穰)にお約 束 して置 きたい ことがあ る。第一が地圖の こ と、碁薗

亀蓮 に兎薗がな くては兎て も警 ひ嬉る者 ではない。荷 うも日本人は亀薗を簾 ふや うで、 日々薪簡 に由

る詣薫 などにも封 蔭亀薗が なけれ ば鞘 らない ことが砂 な くないが、亀薗 を蘭いて見 るといふや うな、

注意 をして居 る人が誠に少い。た ゴ茜勧 莫い といふて、曇嫡魑 薩に して居るや うであ ります。 です か

ら雀ガっ て亀茗 な どで も一筒麓 えてないや うだ し、徳 々麓 え居 るに して も地圖の どこにあるといふや

うな こ とは蕪績 響 の様であ る 』それ を少 しの茜倒 を忍ん で、事 ある毒 に度々 出して見て居 る と、無

意味 の地名 で も、事柄で も、おれミ♪の 鋤 謡に残 つて、多少は其 地圖に縣羅 しますか ら、二三 回注意

して畳 えると決 して忘れ るものではあ りません。私共の羅騒で見ます と、地名 を畳える爲 めに、亀面

は禾恵議 な程、力 を肴つ て居 るや うであ る。地理 を學ぶ第一の妻律 として、何 よ り先 きに地 圖を一々
ヒ霧ド

いて、 それ に封シ薫 して見 るといふ ことをりポ懲 けて習ひたい。 これ が第 一のお弱藁 です(69)。(以

下略)
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薪i剤 ≡あ淺 惹(一)欧 米 の列強 國の勢 労 は遠 い様 で近い ことに驚 くでせ う。(二)そ こで其等 の國 を

研 究す るに從來の よ うに唯わけ もな く暗舗 せず に或は我等の友國 とし、或は敵國 として観察す べき も
アンシヨ　

ので あるといふ こ とが略ぼお解 りでせ う。地理 は決 して無暗 に下 らない地名 を暗 諦 す るの が本意 で

はあ りませ ん よ。(三)雑 記帳 と鉛筆 とを用意 な さい、そ して略圖 をお書きな さい。丁寧 なこ とはい り

ません、一筆書 きサ、圓 くで も四角 で も。 目に見た許 りでは覧え られ るものではあ りません。(四)本

章な ど殊更順序立て Σ手帳に書き抜いて置 くことはい りません、地圖にあれば澤 山です。本文 を地圖

に合わ して一篇讃 めぱ、 あとは殆 ん ど讃 まな くともよい、其代 り本文の意 味を地圖に繰 り合 し思ひ出

すのです ㈹ 。(以 下略)

⑥ 経営の逼迫 と経営の譲渡

高等女学会の経営の逼迫と牧口の苦労を伝える資料 としては、以下の4点 がある。年代順に

提示する。

イ 「高等女学校講義録の出版事業や実業女学校の経営等を計画したが日露戦争後経済界不況

の影響を受けて思わしい成績をあげるを得ず して中止 して しまった」(「地理学に篤学の諸名

士列伝」『地理学研究』第2巻 第7号 、大正14年)

ロ 「その後、高等女学校講義録の出版を思い立ったが、これは失敗に了った。営利心を容れ

る余地のない頭脳の持主たる君には、不向の事業であったと見える。」(「人物の片影」『教育

週報』昭和6年3月7目 付)

ハ 「大 日本高等女学藷義は会長に二条(屡)副 会長に青木子爵等の名前をあげ、視学浜幸(三)郎

氏と協力 して大々的に発足したのであるが資金難の為非常に困窮 をっづけ二年位で人手に

渡さなければならなくなった。家庭に於ても経済的に一番お困りになったのはこの時代であ

った」。(「伝記 牧口先生の御一生」『大白蓮華』第12号 、昭和25年)。

二 「他人の保証を引き受けて経済的にひっ迫した」(『牧 口常三郎』聖教新聞社、昭和47年)。

次に、関係すると思われる牧 口自身の発言等を紹介する。明治40年10月 の川越支部における

高等女学会慈善活動写真会場での牧口の演説の大要(71)に は、

爾来菰に三年、事 に当 りたる吾等の不敏 に よりて、幾多の困難 に陥 り、未 だ当初の志望の万一 に も

達す る能は ざるを椀つ と錐 も、愚 直なる熱誠 は幾分 か社 会の認識 と同情を受 くること 玉な り、幸 いに

輩固なる基礎 を得 るに至れ り。(下 線筆者)

また、明治41年1A19日 に愛住女学校で行われた第1回 卒業式を取材 した 『女学世界』の記

者の記事 ㈹ を紹介したい。

次 に幹事 牧 口常三郎氏 は立つて会務報告 をな されま した。 「本会 は高等女学校の設置 なき地方 、又

は有つ ても家庭 の事情 な どのた め余儀な く学に就かれぬ有志の婦人の為 に、親切 なる通信教 授を施 す

を 目的 として去 る三十八年 に初 めて起つた ものであ ります。今 日まで色々の波瀾 のあった にも関は ら

ず、屈せず に貫 いて来 て、今や会員千余名 といふ盛況 に達 しま した。就いては今後愈 「高等女 学講義」

と雑誌 「大 家庭」 を善美 なもの にす るや う、互 に奮励努力す る心算であ ります。 且つ更 に必要 を感 じ

て、慈善教 育部 と女芸教習所 とを設置いた しま した。何卒江湖の援助 を得て我 々の微衷 を貫徹 出来ま
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す様、偏 に切望 いた します」 といふ趣意で した。牧 口氏 は登壇 はせ られず、壇 の前 に立つて演 述 され

ま した(以 下略)」(下 線筆者)

イ ・ロは、牧 口のプロフィルを紹介する記事であり、ハ ・二は近親者の聞書きによる。イで

は、経済不況、ロでは、営利心の欠如、ハでは、資金難、二では、他人の保証を引き受けた と

ある。それぞれ視点が異なる。

二っの牧口の発言から、明治40年12月 以前に極めて大きな出来事があったと推測され、2万

人を数えた会員は、激減もしくは壊滅状態にな り、明治41年IEに 「今や会員千余名 といふ盛

況に達しました」とい う状態に回復したとい うことであろ う。『大家庭』の 「新会員名簿(以 下

次号)」(73)には、明治40年11月1日 以降の新会員 と紹介者名が記載してあり、その中で正会員(74)

の新会員は22名 である。

高等女学会は、経済的に後ろ盾になっている組織、人物が見えない。 もしかしたら、存在 し

ないのかもしれない。しか し、創立以来多くの会員を集めたことが事実であるならば、「事に当

りたる吾等の不敏」、具体的には 「他人の保証を引き受けた」というようなことがあったのでは

と推測される。日露戦争後の不況の影響があったこと、そして、私的事業であ りながら、「中流

以下の」多くの少女達に学ぶ機会を提供するために、入学金や学費免除制度を作ったことは、

「営利心を容れる余地のない頭脳の持主たる君には、不向の事業であったと見える」 と表現さ

れてしかるべきであろう。

「愚直なる熱誠は幾分か社会の同情を受くることΣなり」、また、「屈せずに貫いて来て」 と

あるように牧 口を知る人々から応援の輪が広がり、会の体制の建て直 しと支援者の確保に努め

る。 しかし、っいに力尽きて、1908(明 治41)年8月 、牧口は高等女学会から手を引くことに

なる。

その後、牧 口は、牛込区下戸塚12番 地に寄留後、1909(明 治42)年2月 には、富士見尋常小

学校 ㈹ の首席訓導 となる。この時期、東京市の視学に、高等女学会を一緒に創立 した浜幸次

郎がいる。 しかし、牧 口は、一年余 り後の1910(明 治43)年4月 には病気の為、同校 を退職す

る。その牧 口が、同年8月 には、文部省図書課(後 に、図書局(76)と なる)属(77)と して地理

教科書の編纂(78)の仕事に就 く(79)。この時、文部省の視学官に槙山栄次(80)が いた。

かって 「上京後の牧口常三郎と 『人生地理学』出版に至る経過」という論稿をまとめる中で

気が付いたことがある。それは、『人生地理学』を出版することができた最大の力は牧 口の人間

性であったことだ(81)。『神戸新聞』に、斉藤弔花は牧 口に対する深い尊敬をもって、『人生地

理学』が公刊 されたことを喜んで一文を書いた。その中で、斉藤は、牧 口は、本か ら学ぶだけ

でなく人から人間を学ぼ うとしている(82)と書いている。『人生地理学』を出版 した牧 口が、女

性のための通信教育の団体を創立す る、このことは全 く逆方向の行動 とも思える。 しか し、教

育に情熱 をもっ牧 口にとって、人間に向き合っている牧 口にとって実は延長線上のことであっ

たのかもしれない。

牧口の手から離れた高等女学会がどうなったかについては以下の3っ の資料が存在する。牧

口が離れた後 も、その活動がしばらくは白銀町で継続されたと考えられ、時期は不明だが、東

京高等女学院校長四元内治の手に渡った。
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○明治41年10.月19日 『読売新聞』

白銀町大 日本高等女学会慈善女芸教習所製作の綿細工 白木屋に展示

○明治41年10月 号 『亜米利加』

大 日本高等女学会が、『女子学芸雑誌』を発行

*尚 、同誌が実在するかどうかは不明。

明治45年2月 本郷新花町に東京高等女学院附属大日本高等女学会。

東京高等女学院校長兼大 目本高等女学会幹事長四元内治 とある(83)。

⑦ 大 日本高等女学会創立の基盤 となる牧口の人道的な考え方

牧口が創立し、運営に当たった高等女学会の活動の特色は、授業料免除の制度や附属女芸教

習所に見られるように、私的事業に関わらず、貧しい人への配慮な ど公共的色彩が強いことで

ある。営利事業に関わ らず、この割合が高い場合、自立した経営は当然困難にな り、篤志家の

応援が必要になってくる。

1904(明 治37)年2月10日 に、日本はロシアに宣戦を布告、日露戦争が始まる。『人生地理学』

が出版された1903(明 治36)年10月15日 は、開戦4カ 月前にあたる。ロシアの脅威から目本を

守る為に戦争は不可避なものとして世論が高まってい く中、社会主義者など少数の人々によっ

て叫ばれる非戦論は政府の力も加わり、かき消 されそ うになる時代である。このような時代に

書かれた牧口の 『人生地理学』は、帝国主義の本質を厳 しく批判 している(84)。そ して、人道

的な国際社会の有 り様を、「人道的競争形式」として論 じている(85)。人道的競争 とい う考え方

は、牧口が参考要書として挙げている中では、直接的には出てこない(86)。人道とい う言葉が

出てくるのは、PaulSamuelReinschの 著書を高田早苗が抄訳 した 『帝国主義論(87)』である。

帝国主義の時代にあって、競争 という考え方の延長線上に、「人道的競争」とい う全 く異な

る考えを示 したことは、牧口の中にある人道的思考から来た独創 といえるものではないだろう

か。帝国主義が世界を覆った時代にあっても、国家の為ではなく、ひとりひとりの幸福 を目的

とした考え方を持った牧口であればこそ、高等女学会のような事業を行 うことができたと考え

る。

(3)戸 田城聖と通信教育

戸田城聖(本 名、甚一、大正12年 ごろから城外と名乗 るようになる。昭和20年7月3日 を機

に城聖 と改める(88>)の 教育に関す る業績にっいては、私塾である時習学館において創価教育

学実践のモデル校 としての実践が行われていたことと、『推理式指導算術』 とい う著書が100万

部のベス トセラー(89)に なったこと、模擬試験を行っていたこと(90)、東京拘置所から出獄 した

戸田が、数学 ・物象等の通信教育か ら戦後の再建をはじめたことなどが、創立者の著作、小説

『人間革命』等によって知 られている。 しかし、受験参考書を中心 とした多くの著作や、戦前

の学習雑誌による通信添削にっいては十分に知 られていない。言葉を変えれば、教育者 として

の戸田城聖について全体像が十分把握 されていないのである。

牧 口常三郎に源流を発 し、戸田によって継承 された創価教育の流れが、創立者によって大河

となり、創価大学をはじめとしてその構想が大きく花開いている創価教育の歴史を考える時、

戸田が創価教育において、どのような役割を果たしたか、明らかにしておく必要がある。そこ

で、①戸田の編集 した教育雑誌、②戸田城外著の受験参考書、及び、本稿のテーマである通信

教育に関連する、③戦前の学習雑誌 と通信添削、④戦後の通信教育の4点 にっいて概説 してみ
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た い 。

① 戸田の編集 した教育雑誌

戸田城聖が、創価教育学会創立当時に果た した役割のなかで、その重要性が見過ごされてき

ているものに、彼の出版社である城文堂、目本小学館から発行 された教育雑誌の存在がある。

その理由は、それ らの雑誌 自体がほとんど現存 していないためである。1933(昭 和8)年 の 『進

展環境 新教材集録』1冊 、1934(昭 和9)年 の 『新教材集録』8冊 の発見によって、空 白の

部分が少 し埋まり、戸田の発行 してきた教育雑誌の系譜が見えてきた。それ とともに、戸 田が

教育雑誌を出版することにより、創価教育学の普及に努めていたことが明らかになった。

戸 田が最初に出版 した教育雑誌は、『新進教材 環境』である。「創価教育学号」 と表紙に書

かれた第1巻 第9号(昭 和5年11E20日 発行)が 現存していると思われる(91)。奥付には、編

輯兼発行人 戸田雅皓(92)発 行所 城文堂とあ り、毎月1回20日 発行 となっている。このこ

とから、創刊は、1930(昭 和5)年3月 頃と推測 される。同誌は、同年5A26日 に第三種郵便

物認可を受けている。第1巻 第10号 に甘庶生規矩の 「創価教育学批判」が掲載 と1931(昭 和6)

年3月 に出版 された 『創価教育学体系』第2巻 巻末附録にあるが、同号は現存 していない。甘

庶生の全く同じ内容の書評が『帝國教育』第583号(昭 和6年3月 発行)に 「ブックレヴュー 牧

口氏の 『創価教育学』を読む」として掲載されていることか ら、『新進教材 環境』は、購読者

がそれほど多くない雑誌ではなかったのではないかと推測 している。『新進教材 環境』の名称

で何年まで発行 されたかも不明である。

この後に城文堂から出版 された教育雑誌が、『進展環境新教材集録(93>』で、1932(昭 和7)

年12月28日 に第三種郵便物認可を受けている。今回、『進展環境新教材集録』第3巻 第14号(昭

和8年12月 発行)を 発見し、その中の第3巻 全索引から、第3巻 第1号 は1932(昭 和7)年10

月に出版 されたこと力弐判明した。『進展環境新教材集録』が、『環境』から巻号を継承 し、改題

されたものとするならば、何故改めて第三種郵便物認可を受けたか疑問が残る。『進展環境新教

材集録』とい うタイ トルからは、『環境』を引き継いでいるのではないか と見える。編輯兼発行

人は、戸田雅皓、発行所は城文堂である。1932(昭 和7)年 何E号 から改題されたか、もしく

は創刊されたか不明である。

『新教材集録』は、第4巻 第4号 から第10号 まで、1934(昭 和9)年4Hか ら11月までの7

冊を発見した。編輯兼発行人は、戸田城外、発行所は、 日本小学館(94)で ある。

『新教材集録』は、翌1935(昭 和10)年8月 頃に改題され、『新教』 となる(95)。

『新教』は、第6巻 第2号 から第6号 まで、1936(昭 和11)年2Hか ら6月 までが現存 して

いる。編輯兼発行人は、戸田城外、発行所は、日本小学館である。

1936(昭 和11)年7H発 行の第6巻 第7号 から、『教育改造』に改題される。 この第6巻 第

7号 は現存 していると思われる。編輯兼発行人は、戸田城外、発行所は、 目本小学館である。

『教育改造』が何時まで発行されたかは不明。但 し、1941(昭 和16)年7月 に機関紙 『価値創

造』が創刊されているが、そこには並行 して教育雑誌の存在をうかがわせる記事 ・広告等はな

い。

このように、1930(昭 和5)年 の 『環境』か ら1936(昭 和11)年 の 『教育改造』まで、一貫

して戸田が教育雑誌の編輯兼発行人を務めている。
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② 戸田城外著の受験参考書

出版が確認 される戸田城聖の受験参考書25冊(96)を 列記する。これ らの著作は、『推理式指導

算術』の背表紙に 「創価教育学原理による推理式指導算術」と書かれているように、創価教育

学に基づいて書かれたものと考えられる。

なお、1939(昭 和14)年9月28日 付文部次官通牒で、中等学校入学希望者の選抜が、1940(昭

和15)年 新入生より学科試験を全廃 し、小学校長の報告、人物考査、身体検査の総合判定に改

革されているので、当然、受験参考書の出版にも大きな影響があった。

<家 庭教育>

1,『 中等学校入学試験の話と愛児の優等化』209頁1円 初版:昭 和4年12月1日 城文堂

2.『 中 ・女学校 試験地獄の解剖』168頁50銭 初版:昭 和8年8月 頃 城文堂 『読書

標(80)』(東 京朝 日新聞調査部 昭和8年8月)に 掲載 されている同書の序は、『中等学校入学

試験・… 』と類似する。関連が考えられる。未見。

<算 術>

L『 推理式指導算術』542頁1円 初版:昭 和5年6月25目 発行所は、第11、16版 は、

創価教育学支援会。その後、日本小学館。昭和16年8月10日 の改版改訂第126版 までの出版を確

認(97)。第16版 は542頁 、第126版 は584頁 。

2,『 普及版推理式指導算術』323頁60銭 初版:昭 和9年4月5日 目本小学館 昭和13

年5月10日 の第15版 まで出版を確認(98)。

3～4,『 尋常小学副算術書』 尋五用、尋六用、各90頁 程度28銭 、30銭 日本小学館 出版

は昭和15年1月 以前。未見。

5,『 仕上の算術』146頁30銭 日本小学館 出版は昭和15年1A以 前。未見。

<読 方>

1.『推理式読方指導 第五学年用』 山田高正と共著 頁数不明80銭 日本小学館 出版は

昭和8年 か。未見。*第 五学年用が二冊ある可能性がある。

2.『 推理式読方指導 第六学年用』 山田高正 と共著423頁1円 初版:昭 和8年4H15

目 日本小学館 昭和12年3月25日 第24版 まで出版を確認。国語読本第十一巻に準拠。

3.『推理式読方指導 第六学年用』 山田高正 と共著 日本小学館 国語読本第十二巻に準拠

したもの。広告にはあるが、未見。

4.『 推理式指導読方 第九巻 五年前期用』504頁1円 目本小学館 初版昭和8年4H

8日 、昭和13年1.月20日 改版第25版 まで出版を確認。

5,『 推理式指導読方 第十巻 五年後期用』 約450頁1円 日本小学館 未見。

6,『 推理式指導読方 第十一巻 六年前期用』579頁1円 日本小学館 初版:昭 和8年

4月15日 改版第1版 昭和13年3月25日 、同第32版 昭和14年2月25日 まで出版を確認。『読方指

導 第六学年用』(山 田と共著)と 初版の 日付は同じだが、この本は、戸田の単著。昭和13年2

月の国語読本改訂に準拠し、目次は異なる。

7.『 推理式指導読方 第十二巻 六年後期用』 約600頁1円 日本小学館 未見。

8～16,『 自学自習推理式指導読方』尋三前期用、後期用 各25銭 、尋四前期用、後期用 各30

銭、尋五前期用、後期用 各40銭 、尋六前期用、後期用 各45銭 の8冊 が出版されている。 目

本小学館200～240頁 。 このうち、『自学自習推理式指導読方 尋五前期用』は、296頁40銭

初版昭和12年5月5日 目本小学館 昭和13年4月20日 第5版 まで出版を確認。他は未見。同
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じ頃に出版か。

<口 頭試問>

1。 『必 らず聞れる口頭試問一新制度に対応する一』200頁50銭 日本小学館 昭和15年 以

前、未見。

2,『 少国民常識読本一新体制に適応せる一』200頁50銭 大道書房 初版昭和16年2月5

目 昭和16年6月5日 第26版 まで出版を確認。『必 らず聞れる… 』の改題か。

戸田は、「推理式」とい う学習方法で 自学自習を行 うための参考書と、親に対する啓蒙書をこ

れだけ書いている。戸田の著作にっいては、創価教育研究センターで3回 の研究会を行った。

『中等学校入学試験の話 と愛児の優等化』にっいては杉本芳雄、馬場百々子、『推理式指導読方』

にっいては川島清(以 上 『創価教育研究』第2号 掲載)、 『推理式指導算術』にっいては桝 田尚

之、駒野晃司(本 号掲載)が 行った。『愛児の優等化』では、戸田の全体的な教育に対する考え

方を知ることができ、『指導読方』、『指導算術』では、戸田の教育方法の特色を知ることができ

る。

③ 戦時下の児童に学習の機会を提供 した戸田の通信教育
一 『小学生 日本』(99)と通信添削(1940-42年)-

a,『 小学生 目本』の創刊とその改題

1940(昭 和15)年5月25目 、厚 田村の出身である子母澤寛の 『大道』を出版 したことか ら、

出版社に大道書房 と命名 した。大道書房は、1943(昭 和18)年7月3目 、戸田が治安維持法違

反、不敬罪の容疑で検挙されたあとの同年11月 まで60冊 の大衆小説を出版 している。

戸田は、この 『大道』より早く、同年1月 より、小学校5年 生を対象 に 『小学生 目本 五年』

(小学生 日本社)を 創刊し、その世代が進級す る同年4月 、『小学生日本 六年』を創刊してい

る。同年8月 には、学年別雑誌の刊行が制約されたため、五年の方の巻号を引き継ぎ、合併 し

て 『小学生 日本』 と改題する。さらに、翌1941(昭 和16)年3月1目 の国民学校令により、尋

常小学校、高等小学校が国民学校になったため、3H号 より、誌名を 『小国民 日本』(小国民 日

本社)に 改題する。さらに、1941(昭 和16)年11月 頃には、『少国民 目本』(少 国民 日本社)と

改題 し、1942(昭 和17)年4月 頃、廃刊 となっている。

1940(昭 和15)年 は、戸田にとって、出版の分野においては、受験参考書の出版から、小学

校五、六年を対象 とした学習雑誌の発行 と大衆小説の発行に軸足を移した時期 と言える。受験

参考書等も同年以降新たに書き起こされたものは見当た らない。この年は、戸田にとって 自ら

が執筆す る時代か ら、事業の経営者へ脱皮 した節 目の時期にあたるのかもしれない。

1939(昭 和14)年9月1日 、 ドイツが周辺国へ侵攻したことにより第二次世界大戦が勃発、

1940(昭 和15)年9月27日 は、「バスに乗 り遅れるな」と日独伊三国同盟が調印される。このよ

うな時代に戸 田は、小学生のための学習雑誌の発行に乗 り出す。牧口が、創価大学の構想を語

っているのも1940(昭 和15)年 である。慰問袋にも入れ られるような大衆小説 と比較 した時、

どの程度の利益が見込めるだろうか。戸田は、人任せにせず、毎号、『小学生 日本』の巻頭に子

ども達へのメッセージを載せている。同誌が、通信添削を行っていたことを、牧 口の通信教育

から、創価大学の通信教育へ とっながる創価教育の歴史の系譜 として紹介 したい。

b,『 小学生 日本』の特色と誌上考査問題
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『小学生日本』は、小学校五年、六年を対象 とした月刊学習雑誌である。その特色を戸 田は、

「創刊のことば」に 「さうした諸君に送る 『小学生 日本』は、楽しく読んで為になる読物と、

読む学習 と一緒に問題を解きながら記入 して行ける勉強室をもっ雑誌です」 といっている。創

刊号を例にすると68頁の内、後者にあたる 「明るい勉強室」におよそ半分の28頁があてられて

いる。その構成は、修身科、読方科、算術科、休憩室、国史科、理科、地理、綴方科、図画科、

誌上考査問題 となってお り、それぞれの科 目は教科書にそった問が設けられ、それに記述式に

答を書けるようになっている。

通信教育 とい う視点から見ると面白いのは、「誌上考査問題」である。見開き2頁 に記述式

の問題が掲載 され、算術科(時 間50分)満 点35点 、国語科(時 間25分)満 点35点 、三科 〔注:

地理、理科、国史のこと〕(時 間20分)30点 とある。

『小学生日本 五年』第1巻 第1号 の 「誌上問題応募規則」には、このように書かれている。

◇誌 上考 査は、皆 さんの毎 日の勉強 で どんなに実力 が進 んだか、全 国の皆 さん にく らべて ど うか とい

ふ、ほんた うの力 くらべ ですか ら、 しんけんにま じめに解答 して下 さい。

◇問題 の解答は、簡潔、明瞭に書いて下さい。

◇答 案は採 点を し、誤 りを正 し、懇切 に、学 び方 、考へ方、答へ方 を指導 し、批評 して御返 し致 しま

すか ら、たんに力 だめ しといふ意 味だけではな く、皆 さん の先 生 として どん どん御参加 くだ さい。

◇採 点は厳重 にや ります か ら、ひ ととほ り出来 てゐてもほんのちよつ との点で入選落選 のちがひが出

来ます か ら、その点御注意下 さい。(下線筆者)

さらに、「参加規則」として、①郵送するのは、見開き2頁 の 「誌上考査問題」を切り取って

送る。②返信料(四 銭切手封入)を 必ず忘れないよう、返信料が同封 してないと返送 されない。

③締切が1月10日 、3月 号誌上で成績を発表する、そして、「奨励賞」 として、特別優等賞は、
くママラ

特製銀メタルと奨学 紀 念品、優等賞は、特製銅メタル、佳良賞は、記念品と書かれている。

『小学生 日本』の通信添削は、採点するだけでなく、訂正し、批評も行 うとい うのである。

また、奨励賞を効果的に利用し、児童のやる気を誘っている。ちなみに、第3回 の成績優秀者

は、特別優等賞95点 、94点 の3人 、優等賞93点 ～91点 の10人 、佳良賞90点 の9名 の22名

で、参加総人員2,341名 の約1%に あたる。このような発想は、戸田が模擬試験を行い、その優

秀者に記念品を授与していた経験(100)に よるものであろ うか。

結果を早 く知 りたい とい うのが人間の心である。また、それが、次のやる気につながってい

く。第3回 の場合、3月10日 締切で発表される号の印刷納本が4月8日 とあるから、採点 と集

計に1カ 月ない。よほど、「誌上考査問題」を重要視 していないと継続してこのような企画はで

きない。『小学生 目本』は、児童の読物 と学習のための通信添削の機能をもった学習雑誌であり、

戸田城聖もまた、「通信教育」事業を行っていたといえるのではないだろうか。

物資欠乏の時代でもあり、通信添削のため、ページを切 り取って送らなくてはならなかった。

『小学生目本』が、このような形態をとっていたことも、多くの児童に学習の機会を提供 しな

がら、幻の雑誌 となった理由でもあるだろう。

国民学校令により、小学校が国民学校に変わり、1941(昭 和16)年3月 号より、『小学生 日本』

も、『小国民 日本』と改題される。1940(昭 和15)年12月 より、「誌上考査問題」も 「誌上常識

考査問題」と変わった。算術、国語、三科の区別はなくなり、記述式の常識問題にかわる。『少
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国民常識読本一新体制に適応せる一』が大道書房から出版 されるのも、1941(昭 和16)年2月

5日 である。戦時下の中生まれた 「常識」とい う言葉は、実は、児童にとって、今までのよう

に学ぶことが出来なくなった時代、「常識」が通 じなくなった時代に生まれた言葉のよ うだ。

c,誌 上考査参加人数の推移

応募 した児童人数については、以下の誌名 ・巻号の 「考査問題成績優秀者」欄を確認 した。

〈五年対象 昭和15年1月 開始〉

『小学生日本 五年』1巻3号 昭和15年3月 号

第1回 誌上考査問題参加総人員1,849人 男1,013人 女836人

『小学生 日本 六年』1巻2号 昭和15年5月 号

第3回 誌上考査問題参加総人員2,341人 男1,214人 女1,127人

〈五年生対象 昭和15年4A開 始〉

『小学生 日本 五年』2巻4号 昭和15年7.月 号

第2回 誌上考査問題参加総人員2,838人 男1,511人

『小学生 日本 五年』2巻7号 昭和15年10月 号

第5回 誌上考査問題参加総人員3,245人 男1,986人

『小学生 日本』2巻9号 昭和15年12A号

第7回 誌上考査問題参加総人員3,594人 男2,147人

〈六年対象 昭和15年4月 開始〉

『小学生 日本 六年』1巻3号 昭和15年6月 号

第1回 誌上考査問題参加総人員3,258人 男1,854人

『小学生 日本 六年』1巻4号 昭和15年7月 号

第2回 誌上考査問題参加総人員3,645人 男1,923人

『小学生日本 六年』1巻5号 昭和15年8月 号

第3回 誌上考査問題参加総人員4,183人 男2,233人

『小学生日本 六年』1巻7号 昭和15年10月 号

第5回 誌上考査問題参加総人員4,547人 男2,397人

『小学生 日本』2巻9号 昭和15年!2月 号

第7回 誌上考査問題参加総人員4,737人 男2,591人

女1,327人

女1,259人

女1,447人

女1,404人

女1,722人

女1,950人

女2,150人

女2,146人

〈五 、六 年 対 象 昭 和15年12月 開始 〉

*「 誌 上 考 査 問題 」 か ら 「誌 上 常 識 考 査 問題 」 に変 更

『小 学 生 日本 』2巻11号 昭 和16年2月 号

第2回 誌 上常 識 考 査 参加 総 人員8,486人 男4,923人 女3,563人

『小 国 民 日本 』2巻12号 昭 和16年3月 号

第3回 誌 上 常識 考 査 五 、 六 年9,569人 男5,690人 女3,879人

『小 国 民 目本 国 民学 校 上 級 生 』3巻2号 昭和16年5月 号

第5回 誌 上 常識 考 査 問題 五 、 六 年8,946人 男5,626人 女3,320人
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〈五 、六 年 対 象 昭 和16年4H開 始 〉

『小 国 民 目本 』3巻3号 昭 和16年6月 号

第1回 誌 上 常識 考 査 問 題 参加 総 人 員(5,6年 共)8,738名 男5,540人 女3,198人

『小 国民 目本 』3巻4号 昭 和16年7月 号

第2回 誌 上 常 識 考 査 問 題 参加 総 人 員(5,6年 共)8,840名 男5,626人 女3,214人

『小 国 民 目本 』3巻7号 昭 和16年10月 号

第5回 誌 上 常 識 考 査 問 題 参加 総 人 員12,028名 男8,735人 女3,293人

『少 国 民 日本 』3巻10号 昭 和17年1月 号

第8回 誌 上 常 識 考 査 問題 参加 総 人 員(5,6年 共)12,321名 男9,832人 女2,489人

『少 国民 日本 』3巻11号 昭 和17年2月 号

第9回 誌 上 常 識 考 査 問題 参加 総 人 員(5,6年 共)12,403名 男9,121人 女3,282人

『少 国 民 日本 』3巻12号 昭 和17年3月 号

第10回 誌 上 常 識 考 査 問題 参加 総 人員(5,6年 共・)12,456名 男8,426人 女4,030人

1940(昭 和15)年1月 開始 の 五年 対 象 は 、2,341人 か ら3,594人 、そ の学 年 が 六 年 に な って 始 ま

っ た 同年4月 開始 の 六 年対 象 は3,258人 か ら4,737人 参 加 して い る。 同年12月 か ら五 年 、 六 年 が

合 併 に な っ て か らは 、2倍 強 に な っ て 、8,486人 か ら(冬 休 み の時 期 の)9,569人 が 参加 して い

る。1941(昭 和16)年4月 開 始 で は 、第1回 、第2回 の8,738人 、8,840人 が 、第5回12,028人 、

第8回12,321人 、 第9回12,403人 、第10回12,456人 と約40%も 増 え 、12,000人 台 で 推 移 して い

る。1941(昭 和16)年5Aか ら8Eに 、 ど う して急 に増 え た か は今 後 の課 題 で あ る。 真 珠 湾 攻

撃(昭 和16年12月)に よ る開 戦 直後 の1942(昭 和17)年 に お い て 、 こ れ ほ ど多 くの子 ども 達 に

学 び の機 会 を提 供 して い た こ とは、創 価 教 育 の歴 史 に お け る重 要 な事 実 とい え よ う。

d,『 少国民 日本』廃刊の事情

『文藝年鑑 昭和18年 度版』によれば、『少国民 目本』の廃刊は、1942(昭 和17)年4Eと あ

る。参加総人員を見てわかるように、1941(昭 和16)年10月 以降、12,000入 をキープできるほ

どに定着 してきた。部数もそれなりに安定してきたであろ う。廃刊する理由は戸田の側にはな

い。推測を助ける2つ の事実がある。第一に、『創価教育学会会報 価値創造』が第9号 をもっ

て廃刊になるのが、同年の5A10日 であること、第二に、『特高月報 昭和十八年七月分』に収

録された 「創価教育学会本部関係者の治安維持法違反事件検挙」には、その理由として、「豫て

より警視臆、福岡縣特高課に於て内偵中の庭、(中略)客 年一月頃以降警視廉當局に封し、(中

略)縷 々投書せ る者 ありて、皇大神宮に対す る尊嚴 冒漬

(127-128頁)と あることである。客年一月とは前年の1942(昭 和17)年1Hの ことである。『少

国民日本』の廃刊は、この後にあたる。廃刊にはこのような背景も考えられるのである。

(ちなみに、『小学生目本』等の歴史を明らかに出来たのは、高崎隆治先生、山中恒先生のご研究とご

好意によるところが多大である。記して心より深く御礼を申し上げたいと思う。)

④ 日本正学館の通信教育(1945-46年)

1945(昭 和20)年7A3日 、豊多摩刑務所から保釈出所した戸田は、名前を城聖 と改める。

そして、事業再建のため、8H20日 には、品川区大崎に目本正学館仮事務所を開設 し、通信教

育の事業を開始する。出獄からわずか一カ月余 りで通信教授の事業を立ち上げることができた
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のは、今まで述べた 『小学生 日本』の経験があったからにほかならないだろう。

この時の通信教育の教材等は未発見だが、新規募集のためには、新聞広告 もしくはそれに代

わるものは欠かせないので、戸 田が、戦後通信教育を積極的に進めた期間とその概要 を当時の

新聞広告欄から推測する。日本正学館の通信教授の新聞広告は、『朝日新聞』11回、『読売報知』

11回、『毎 日新聞』14回 、『日本産業新聞』(途 中から、『日本経済新聞』に改題)11回 確認でき

た。その他に、地方紙にも広告が掲載されている(現 在調査中)(101)こ とが判明した。

広告は、時期 ・内容から、次の3っ に分類 される。a.数 学物象講座を募集b.数 学物象

に加え、英語講座 を加えたものc,さ らに、高専受験科を加えたものである。〔注:高 専とは、

旧制高等学校、専門学校のこと〕

a.数 学 物 象 講 座

b,a+英 語 講 座

c.b+高 専受 験 科

最も早い広告

昭和20年8月23目

昭和20年9月4日

昭和21年1月5目

最 も遅 い 広告

昭 和20年9月1目

昭 和20年12月30目

昭 和21年5月7日

次に、それぞれの代表的な新聞広告の内容を見てみよう。

aタ イプ 『朝日新聞』(昭 和20年8月23日)

中學一年用 二年用 三年用

敷學 ・物象の學び方 考へ方 解き方(通 信教授)

各學年別に数學物象の教科書主要問題を月二回に解説し月一回

の試験問題の添削をなす。又これを綴込めば得難き参考書とな

る。資材関係にて會員数限定 六ケ月完了 會費各學年共

六ケ月分金廿五円前納 郵便小為替或は振替にて送金の事 住

所學校名 學年 氏名明記の上即刻申込みあれ(内 容見本規則

書なし)
くママラ

東京都品川匿上大崎二の 九 四二 日本正學館

(振替東京壼九九武五番)

bタ イプ 『朝 日新聞』(昭和20年9月7日)

中等男女一年用 二年用 三年用(通 信教授)

歎學 ・物象 英語講座

學び方 解き方 考へ方 讃み方 話 し方 作 り方

各科六ケ月修了 ・會費各學年一課 目金廿五円前納各學年別に数學物

象英語の教科書主要問題を月二回に解説 し月一回の試験問題の添削

をなす又これを綴込めば得難き参考書となる。資材関係にて

會員数限定 郵便小為替或は振替にて送金の事 住所學校名學

年氏名明記の上即刻申込みあれ(内 容見本規則書なし)

東京都品川匿上大崎二の五四二(102>目 本正學館

(振替東京壼九九武五番)
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cタ イプ 『朝 日新聞』(昭和21年1A11日)※ 高専入試添削三ヶ月のもの

英語 ・敷物講座(通 信教授)規 則書なし

中等男女一、二、三年用會費一講座廿五円前納六ケ月終了

高専入試添削 英語、数學、物象、國漢、會費一科 目

三ケ月九圓規則書あり要封筒郵券十銭

東京 ・神田 ・西神 田二丁目(振 替東京一九九二五)日 本正學館

cタ イプ 『朝 日新聞』(昭和21年4月21目)※ 高専受験科半年のもの

新 中等 英 ・敷 ・物

男女

開 高専受験科 英数物國

漢月二回

講 模範回答付会費半年計円前納

一 ・二 ・三年用半年終了

各學年一科 目計五円前納

東京 ・神田 ・西神田二

日本正學館

郵便小為替便最モ早シ

これ らから、 目本正学館の通信教授は、1945(昭 和20)年8月 の終戦直後に始まり、最後の

広告(103)か ら6カ 月後の1946(昭 和21)年 末頃には実質的には終了したと推測できる。

対象は、中学1年 から3年 生である。本来、戸田は、受験参考書も雑誌も小学校上級学年を

主な対象 としてきた。何故、戦後において、中学生を対象 としたのか、また、戸田の得意な分

野である読方も始めなかったのか。あくまで推論の域を出ないが、戸田は、1943(昭 和18)年

7月 か ら1945(昭 和20)年7Aま で投獄生活を送 り、情報から隔絶されていた。また、通信教

育を準備する時点では、戦後の小学校教育については、どうなるか先が見えない。しかし、『小

学生 日本』の世代が、中学生 となってお り、何を十分に教えてもらえなかったのかわかる。そ

れが、英語であり、算術 ・物象であったのではないだろうか。そして、持てるノウハウのエ ッ

センスを高専受験講座に集約しようとしたのではないだろうか。

通信教授は、数学 ・物象の6カ 月講座で始まったが、2週 間位遅れて英語講座が始まり、1945

(昭和20)年12月 まではこの3科 目で行った。1946(昭 和21)年 か ら高専受験のための添削講

座が、それまでの英語、数学、物象に国語漢文を加えてスター トする。教育方法は、月2回 の

教科書解説=教 材送付 と月1回 の試験問題の添削=通 信添削であった。高専入試添削の期問も

当初3カ 月であったが、後に6カ 月になっている。高専の試験 日程との関係であろ うか。

どの程度の応募者があったかは、創立者の著 した 『人間革命』第1巻 を参考にする以外にな

い。「先生、きょうは一万を越えましたよ(104)」、「二万円を越す 日もやってきた(105)」とあるこ

とから、一人25円 として400通 、800通 を越える応募が一 目で届いたのであろう。

戸 田 は 、 日本 正 学館 か ら、1946(昭 和21)年 よ り、『民 主 主 義 大 講 座(106)』 の 出版 を開 始 す る

と と もに 、1945(昭 和20)年11Hに は 、 日正 書 房(107)か ら子母 澤 寛 『男 の肚 』上 巻 を出 版 、 目

正 書房 か らは 、1945(昭 和20)年4冊 、1946(昭 和21)年9冊 、1947(昭 和22)年13冊 、他 に

出版 年 不 明4冊 が 出版 され て い る。 戸 田 は 、1946(昭 和21)年 以 降 、通 信 教 授 か ら単 行 本 の 出

版 に切 り替 えた 。

さ らに 、1948(昭 和23)年 新 年 号 よ り、 目本 正 学館 か ら、『冒 険少 年 』 を創 刊 し(昭 和24年10

月 号 よ り 『少年 日本 』 に 改 題 、12月 号 で廃 刊)、 雑 誌 に軸 足 を移 す。 戦 後 の 混 乱 期 に あ って 、子

ど もた ち に希 望 を与 え る よ うな質 の高 い少 年 雑 誌 に 出版 活 動 の主 軸 を置 くの で あ る。『小 学 生 日
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本』のような通信添削を行わなかったのは、戦前に比べ小学校の機能が回復 してきたことも関

係があるのではないだろうか。

戦後の戸田にとって、宗教団体としての創価学会(108)の再建が、最も大きな課題であった。

そのような中にあって、経済的再建のためとい う理由はあったにしても、出版事業の中に子 ど

も達との関わ りを持ち続けようとしたことは、戸田が、牧 口の教育構想の継承を考えていた証

左ではないかと考えている。

また、このように戸田が、戦前、戦後にわた り、牧口と同様、通信教授の事業を行ってきた

ことは、現在の創価大学の通信教育にとって大切な前史といえるのではないだろうか。

2.創 立者の通信教育部開設構想

(1)創 価大学の設立構想

創価大学の 「創価」 という言葉は、1930(昭 和5)年11A18日 に第1巻 が出版 された牧 口常

三郎著 『創価教育学体系』にその源がある(109)。牧 口は、1932(昭 和7)年,麻 布新堀尋常小

学校(110)を退職後、創価教育学会、日本小学研究会(111)の活動 として講演会、研究会等を活発

に行い、1939(昭 和14)年12月 には、麻布 「菊水(112)」で創価教育学会第1回 総会を行ってい

る。活動が活発になり賛同する教員も増えていく中、この頃、牧 口は、創価教育学に基づ く学

校の構想を、周囲の人に語っている(113)。

牧 口は、1928(昭 和3)年 に日蓮の仏法に帰依するが、日蓮の教義に対する研究を深めてい

くに従い、創価教育学会も宗教団体 としての色彩が鮮明になってい く。そして、神札焼却等の

行動は国家に反する行為であるとして、1943(昭 和18)年7月6目 、治安維持法違反、不敬罪

の容疑で検挙 され、1944(昭 和19)年11月18日 、獄中に逝去 した。

戸田城聖は、1920(大 正9)年 より、牧 口に師事し、『創価教育学体系』の出版に深く関わ

り、牧 口の創価大学創立の構想を最 もよく知 っていた。戦災と検挙 ・投獄 されたことにより、

彼の事業は壊滅的打撃 を受けてしまった。出獄 した戸田は、事業を再建するとともに、創価教

育学会 を創価学会 と改称 し、宗教団体としてその再建 と発展に全精力 を注ぎ、その生涯を終え

た。彼は、牧 口の教育の夢、創価大学設立の構想を語ることはほとんどなかった(114)が 、少な

くとも次の3度 、創立者に対 して、もしくは、同席している揚で語っている。

第一は、1950(昭 和25)年11月!6日 の 日大食堂における戸田城聖と創立者 との語らいである。

創立者は、日記に、「昼、戸田先生 と日大の食堂にゆく。民族論、学会の将来、経済界の動向、

大学設立のこと等の、指導を戴 く。思い出の、一頁となる(115)。」 と書いている。『新 ・人間革

命』には、「人類の未来のために、必ず創価大学をっくらねばならない。しかし、私の健在なう

ちにできればいいが、だめかもしれない。伸一、その時は頼むよ。世界第一の大学にしようじ

やないか!(116)」 とい う戸田の言葉 を記 している。創立者は、この言葉を師の遺言と受け止め、

創価大学の設立を考えるようになった。

創立者は、戸田と1947(昭 和22)年8月14日 に出会い、1949(昭 和24)年1A3日 には、戸

田の経営する出版社、日本正学館の社員 となっている。戸田は、入社 して問もない創立者を同

年S月 に、少年雑誌 『冒険少年』の編集長に登用 している。当時の創立者が教育に対 してどの

ような考えをもった青年であったかを知る手がかりに、『少年 目本』1949(昭 和24)年10月 号掲

載の山本伸一郎 「大教育家ペスタロッチ」がある(117)。山本伸一郎はこの時初めて使った創立

者のペンネームである。原稿の穴を埋めるため、8月(118)に 急遽この原稿 を書いた。その時に

ペスタロッチを選んでいる。戸 田が創価大学設立構想を語ったのは、創立者が心血を注いで編
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集にあたっていた 『少年目本』が休刊になり、戸田の事業が絶望的な苦境の中にあった時のこ

とである。

第二は、1954(昭 和29)年9月4目 、創価学会の人材 グループである水濤会の野外研修で氷

川に向か うバスが人王子方面を通 りかかった ときである。「いつか、この方面に創価教育の城を

つくりたいな・… 」と(119)。

第三は、1955(昭 和30)年1月22日 の高知市内の土佐女子高校での会合で、会員からの質問

に答えて 「今に作 ります。幼稚園から大学まで。一貫教育の学校 を作る。日本一の学校 にする

よ」との戸田の発言である(120)。

次に、創立者 自身が、大学設立を自らの課題 として構想 し始めたのはいつであろうか。創立

者は、小平の創価学園の用地を1960(昭 和35)年5H3日 の会長就任式の一カ月前、4月5日

に視察している(121)。

そして、公式な場所で、創立者が初めて創価大学設立構想が発表したのは、それから4年 後、

1964(昭 和39)年6月30日(122)の 第7回 創価学会学生部総会である。この時点では、1973(昭

和48)年 以降に創価大学開学を考えていた(123)。翌1965(昭 和40)年11月8日 に創価大学設立

審議会が発足する。1968(昭 和43)年3月9目 の設立審議会第2回 合同会議で(124)、1971(昭 和

46)年4E開 学に向けて検討が開始され、1968(昭 和43)年5月3日 の第31回創価学会本部総

会において 「昭和46年 設立へ」 と発表される。 しか し、創価大学の具体的な構想は示されてい

ない。

ち なみ に 、1971(昭 和46)年 は 、牧 口常 三 郎 が 新 潟 県 刈 羽 郡 荒 浜 村(…現在 の柏 崎 市 内)に1871

(明治4)年 旧暦6月6目 に 生誕 して 、100年 の佳 節 に あ た る。

(2)通 信教育部の開設構想

創立者が具体的な大学の構想を初めて示した(125)のは、1969(昭 和44)年4月2日 に創価大

学起工式を終えた、同年5H3目 の第32回 創価学会本部総会である。そこで、通信教育の構想

も発表になる。創立者は、建学の精神 を紹介するとともに、「また、これらは最初か らは無理か

もしれませんが、通信教育や夜間部もできるだけ早 く始めたい。夜間部ができれば、昼間働き

ながら夜勉強することが可能であります し、通信教育ならば、年齢、職業、居住地等に関係な

く、あらゆる人が勉学にいそしむことができることになります。」と述べている。小説 『新 ・人

間革命』で、創立者はこのように書いている。

さらに、伸 一は、民衆 に開かれ た大学 として、将来 、通信 教育部 を開設す る展望 を語 っていった。

彼 は、建学の構想 の段階か ら、いち早 く 「通信教育部」 に焦点を当てていたのである。

「かつ て一人 として民衆 の要求 にも とつ く大学 の設立 を考 えた者 はいない」 とは、文豪 トルス トイ

の指摘だ。今、伸一は、その課題に、敢 えて挑戦 しようとしていたのである(126)。

創立者が、「通信教育」にっいて触れた最初の発言だと思われるのは、創価大学設立構想発

表の2年 後の、1966(昭 和41)年3月28目 の創価学会高等部中等部合同部員会である。「できる

だけ大学へはいきなさい(127)。家庭の経済が許 さないときは、自分で働いて夜学へいきなさい。

通信教育でもいいのです。 自分の力で大学は出なさい。男子高等部員は、いまからこの決意で

いきなさい。(128)」と述べている。1966(昭 和4!)年 に通信教育課程 を設置 している大学は10
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大学、長期の夏期スクーリングなど仕事を抱えて学ぶには制度的にまだまだ困難の多い時代で

あった(129)。創立者は、1969(昭 和44)年8月15日 の第2回 高等部総会においても、「どうか高

等部員は、特に男子は、一人ももれなく大学に進み(130)」と講演 している。

開学の前年、創立者は、1970(昭 和45)年!2A24日 の第133回 本部幹部会で、「創価大学には、

将来、通信教育部をっくり、働 く青年らに勉学をする機会を与えてあげたい(131)」と重ねて通

信教育部設置の構想にっいて述べている。開学時に、通学課程 と同時に通信教育課程 も最初か

ら設置できないかとい う構想があった。岡安博司(創 価大学顧問)は 、実際に通学課程 ととも

に同時申請が可能か文部省に確認に行き、規則はないが前例がないと申請を断わられたと証言

している(132)。

1971(昭 和46)年1月25日 に創価大学の設立が認可される。創立者は、同年2月11目 の竣工

式には出席し、挨拶をしているが、3月16日 の多くの来賓が招待された落成祝賀会、4A2日

の開学式、4月10日 の入学式に出席 していない。

しかし、『朝日新聞』1971(昭 和46)年3月16日 付23面 「開学」とい うインタビュー記事 と、

同年4月2日 の 『聖教新聞』4面 に掲載 された仙石三郎の特別寄稿 「創価大学の開学」か ら創

価大学開学前の創立者の心境を伺 うことができる。

『朝 日新聞』では、「菊づ くり 菊見るときは かげの人」 との句を引いて、創立者として

あくまでかげから応援 していく心境にっいて触れている。仙石氏の寄稿には、通信教育にっい

ての創立者の考えが次のように紹介 されている。

そ して、創 立者 は 「文部省 の認可が 四年後 でない とお りないので残念 ですが」 といいなが ら、創値

大学の もうひ とつの設 立 目的をこ う説 明 した。 「これ か らの教育のひ とつ に高年層の勉学 があげ られ

ます。戦争 で貧 しかった国民の多 くは、戦前 、大学 には とてもいけなかった。そ うした四十代、五十

代、六十代 のひ とにも大学で勉強 ができるよ うに させ たいのです。四年後 には、通信教育学部 をつ く

ります。学 歴はい りませ んか ら、本 当にも う一度 、勉 強 したい とい う高年者 に入学の機 会 を与 えた い

です ね。 きっと実現 させ ます。創 価大学 の使命 のひ とっになる と思います。」(下線筆者)

創立者の、「文部省の認可が四年後でないとお りないのは残念ですが」との発言は、岡安の話

と符合する。「これからの教育のひ とつに高年層の勉学」を挙げ、「創価大学の使命」 とまで言

っている。『朝 日新聞』のインタビューに、一歩引いて、かげから応援すると答えている同時期

に 「きっと実現させます」とまで言っていることに創立者の強い意思が感 じられる。換言すれ

ば、創立者にとって、通信教育を通じて実現 したいものが、それほど創価大学の設立に不可欠

なものであったのではなかろうか。

通信教育部開設が認可されるのは、開学か ら5年 後、1976(昭 和51)年2月 である。同時に

大学 として始めて学部増設を申請し、経営学部 と教育学部が認可された。また、この年の入学

式には、正門の開通式が行われ、門標には、牧 口常三郎の筆による 「創債大學」の文字が刻ま

れることとなった。通信教育部は、開学時には開設は出来なかったが、大学建設の第二節に開

設 されたのである。創立者は、「通信教育部の設置は、創立当初からの私の念願で、いわば 『第

二の開学』ともいうべき慶事でした。(133)」と述べている。

1976(昭 和51)年5月16日 の通信教育部開学式の創立者メツセージ 「建設の学徒の未来に栄

光あれ」(以下、開学式メッセージとい う)の 冒頭に 「通信教育部の設置は、創価大学設立の構

想を練 りはじめて以来の、私の念願でありました。」と述べている。通信教育部の設置は、大学
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構想の途 中から付け加 えられたものではなく、「念願」としてきたことである、っま り、創価大

学の構想 に必要不可欠のものであった とい うのである。

(3)通 信教育部開設構想の 目指すもの

通信教育部開設にあたり、創立者の目指 したものは何かを、1976(昭 和51)年5月16日 の開

学式のメッセージを中心に考えてみたい。 この日、創立者は長文のメッセージをテープに吹き

込み発表 した。そこには、創立者がなぜ通信教育部を開設 したか、どのような通信教育を目指

しているかが述べ られている。このメ ッセージを中心に以下の3っ の視点から見ていきたい。

① すべての人々に開かれた大学

開学式メッセージでは、通信教育部開設が創価大学設立構想 を練 りはじめて以来の念願であ

った理由として、「教育の門戸は、年齢、職業、居住地のいかんを問わず、すべての人々に平等

に開かれねばならない。まして、本学が、"人間教育の最高学府"を 目指す以上、教育の機会均

等化 をはかるために、通信教育部を置 くことは重要な課題であると考えてまい りました。」と述

べている。

前段は、教育の機会均等への創立者の強い意志であり、後段は、建学の理念の根幹をなす"人

間教育の最高学府"と の関係である。創立者は、「人間教育」の実現には、教育の機会均等、万

人のための教育の機会を設けることが、重要な課題であるとい うのである。

前出の寄稿において仙石三郎は、開学時の創立者の興味深い話を紹介 している。

ある時、私は創 立者 に応募状況 をたず ねた ことがあった。返事 は意外 な表現 ではねか えって きた。

「それ がですね え、可哀想なんです。 多す ぎるんです。」一 深刻な表情だった。

「可哀想jと い う表現 に、私 は感動 した。創 立者 の心情 は一般 の通念 とは違 って、合格者 よ り落伍

者 へまず 向けられていた のであ る。そ うした発想が、今後 どのよ うに結実す るのであろ うか。

岡安顧問も3回 受験 して不合格だった人は合格 させることはできないか とい う創立者の言葉

を記憶 している(134)。ともに、受験生、なかんずく不合格の人のことを思 う発言で、創立者の

考える 「人間教育」を垣間見ることができる。人格の育成 を目指す教育を志す とするならば、

それ を望む人間を機械的に断るということは、本来はできない行為なのではないだろうか。大

学教育は、「大学設置基準」により教員数 ・施設 ・校地等により収容定員の基準が定められ、認

可された定員の許容範囲内の学生数で行わなければならないのは当然である。 しか し、その痛

みと矛盾を忘れては、創立者のいう人間教育実践の第一歩には立てないであろう。さらに、教

育を受けたいと思っている人間の希望を阻害する要因として、収容定員はその一部にすぎない。

経済的事情、家庭的事情、健康上の理由など様々あげることができよう。

創立者力§掲げた、「人間教育の最高学府たれ」の 「最高学府」 とは、小学校 ・中学校 ・高等

学校の上に大学があるから最高学府であるというような、雛壇の最上位 とい う意味ではない。

人間教育の模範の学府、そのためには、学びたい人が学べないとい う矛盾を改善する努力をし

て初めて人間教育の最高学府た りえる、といえるのはないだろうか。

創立者は、「大学は大学に行けなかった人々のためにこそある(135)」との趣旨の話を何度か し

ている。大学に学んだ人は、その人たちに何 らかの形で貢献 してい くとい う心を忘れてはいけ

ないというのである。 しかし、この言葉は、もう一面、大学人 として、目の前の学生だけを見
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るのではなく、様々な事情で学べなかった、入学できなかった人に対する配慮を忘れてはいけ

ない とい う 「教育の機会均等」をより具体的に、精神 として表現 した言葉ではないか と思 う。

ここで、創立者の青年時代について少 し触れておきたい。創立者は、1945(昭 和20)年9月 、

友人の紹介で、神 田 ・三崎町の東洋商業(現 ・東洋高校)の 夜間2年 に中途編入する。1948(昭

和23)年3月 、同校を卒業 し、4月 には、大世学院(現 ・東京富士大学短期大学部)政 経科夜

間部に入学する。 しかし、1949(昭 和24)年 には、戸田の事業の残務整理 と新規事業を軌道に

乗せるために、夜学に通 うことが出来なくなり、やむなく大世学院を休学 している。働きなが

ら学ぶ人の気持ち、種々の事情で、学ぶ ことができない悔 しさ、これを青年時代に経験 してい

ることも、創価大学創立にあたり、二部や通信教育部の設置を構想 した底流にあったのではな

いかと、推測 している。牧 口常三郎 も師範学校入学前に働きながら学んでお り、戸田城聖 も、

1920(大 正9)年 、開成予備学校夜間部(136)に通 うなど同様の経験をしている。

創価大学は、開学の年、1971(昭 和46)年 の夏、市民講座を開催 した。翌年からは、夏季大

学講座 として毎年1万 数千人が学ぶ講座 として現在に至るまで開催 している。毎年参加を楽 し

みにしている方 も多く、開設以来毎年参加 してきたことを誇 りとしている方も多数いる。また、

寄付者の中には、自身は大学に学ぶことが出来なかったのでと、真心の寄付をしてくださる方

も多いと聞く。「創価大学は、民衆立の大学」 とは、何度も耳にした言葉である。創立者の 「大

学は大学に行けなかった人々のためにこそある」との言葉は、創価大学の根幹をなす精神 とし

て忘れてはならない。

牧 口常三郎は、『創価教育学体系』で、「教育の機会均等主義の承認 されたる今 日に於いては

(137)」、「さはあれ、社会意識は急速に発達 しっyあ り、所謂教育の機会均等の主義の下に小国

民の総動員 をなし(138)」と述べている。 しかも、牧 口は、実際に、中等教育の機会均等のため

に1905(明 治38)年 から1908(明 治41)年 にかけて女性の為の通信教育事業を行っている。戸

田城聖もまた、戦時下において十分な教育の機会が奪われた児童のために通信教育を行ってい

る。すべての人々に教育の機会を提供していくとい う考え方は、牧口常三郎、戸田城聖、創立

者池田大作の三人を貫く、創価教育に一貫 して流れる考え方ではなかろ うか。

② 働 きながら学ぶ学習形態

開学式メッセージでは、続いて、牧口常三郎の 「半日学校制度」を紹介し、その意図す ると

ころは何かにっいて以下を引用 している。

「半 日学校制度の根本義 を要約すれ ば、学習 を生活の準備 とす るのではな く、生活を しなが ら学習

す る、実際生活 をな しっっ学習生活 をなす こと、すなわち学習生活 をなしっつ実際生活 もす る ことで

あって、学習生活 と実際生活 と並行す るか、 しか らざれば学習生活 中で実際生活 も、実 際生活 の 中に

おいて学習生活 をもなさしめっっ一生 を通 じ、修養 に努 めしめるよ うに仕 向ける意 味である(139)」

ここでは、二っの提言をしている。学習生活(学 校)を 終えて実際生活(社 会生活)に 入る

のではなく、働きながら学ぶ生活形態 と、それを生涯にわた り持続させること(生 涯学習)で

ある。
　

高等教育の研究会である学者が、 日本の社会は、「高学歴社会」ではなく、学校教育の期間
ロ

が長い、「長学歴社会」にすぎないと論じていたが、牧 口の考えと通 じるものがあるように思 う。
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また、ヨハン ・ガル トゥング(JohanGaltung)も 、創価大学の学生との座談会で、「私は常に

学生に一旦 『脱出(getout)』 してみることを勧めています。それは、かならずしも海外に留

学するという意味ではなく、仕事に就くことです。最悪なのは間断なく勉強 し続けることです。

経験を身にっけるために、勉学を一旦中断するほうがよい。それからまた学校に戻る、そして

また仕事に就 く。また学校に戻る。(中略)勉 強 と仕事をいったり来たりするのです。これが基

本です(140)。」とア ドバイスしている。これらは、半日学校制度そのものを述べているのではな

いが、学習生活の継続が有益 とはいえないと指摘 している。

改めて触れる必要のないことではあるが、半目学校制度は、『創価教育学体系』において初め

て提唱されたのではないし、牧 口の独創でもない。斎藤正二は、1893(明 治26)年 に出版 され

た木村一一歩編纂の 『教育辞典』(博文館 明治26年)に 、半 日学校制度にっいて詳 しく紹介 され

ていると指摘 している。また、1900(明 治33)年 の 『教育報知』には、月瑞子 「半 目学校」と

い う論文が載っている(141)。牧口自身も、半 目学校制度にっいて、1906(明 治39)年 に、雑誌

『教育界』の 「教育茶話会」でたびたび発言している。

今の学校を何 うす るか といふ と、畢 自學稜 といふ ものが本 当の正 しい理に合 つた ものであるまいか

と思ふ、(中 略)さ う云ふ風にす るな らば神経衰弱 の者 を絶 っ ことが 出来 、予 防す る ことが 出来 るだ

ら うと思 う(142)

私は半 日学校制度 といふ頗 る突飛 な考 を此前に も申して清聴 を穣 した ことがあ りますが、私の半 日

学校 と申すのは、所謂二部教授 とは違ふ、総ての中学校 も小 学校 も、将 た大学も皆半 目制度 にす るの

が本統だ ら うと信 じて居 りますか ら、 目に触れる もの として皆夫れ に解釈 が され るのであ ります 。唯

今文部大臣の訓令か らして色 々の議論が 出て居 ります が、その中心問題 たる神経 衰弱 とか煩 悶 と云ふ

や うな ことが、凡 てこの半 日制 度か らして救はれ はしないか と思 はれ る(143)(下 線筆者)

とも発言 している。

創立者は、開学式のメッセージにおいて、半 日学校制度を受けて、「それは、過 当な受験戦

争、学歴偏重、学問と実生活の著 しい離反を招いている今 日の教育への警告であるとともに、

人間教育の一形態を提示 したものであります。」と述べてお り、牧 口の問題意識 と重なっている。

先に触れた教育の機会均等を、創立者が、人間教育の最高学府をめざす上で重要な課題 とした

ことと、入試の不合格者を 「可哀想」 と、一番に思いやる心情を考えてみた時、敗者 と勝者を

っ くるシステムや、行動を伴わない観念的な社会人をっ くるのではなく、すべての被教育者が

充実した人生を歩めるような教育の形態として通信教育を考えているのではないだろうか。

次に、戸田城聖が、半日学校制度に触れたものとしては(144)、巻頭言「青年よ、心に読書と思

索の暇 をつ くれ(145)」がある。その前半分に次のように半 日学校制度を紹介している。

故牧 口会長 が半 日学校制 度論 を唱え られた。 その意図 は 日本人 は所定 の学校 を卒業す ると、そ の後

は学問を しないのが常態であ る。国家の文化 向上の意味 か らも、又各個人 の職業 向上の点か らも、是

非 とも国民全体に一生涯の間、学問を させ たい とい うの がその主 眼であった。 この ことは又 国家 にと

って非常に経済な ことで もあ る。なぜかな らば、 あらゆ る学校 を三部制 に して、午前部 ・午後部 ・夜

間部 とする。 これは校舎の節約 にな り且又国家全体 の労働力 を増す こ とになる。 され ば今の学生が十

年 も二十年 も只国家が養つてい るよ うな現状は、これ によつ て打破 できる故 に、小学生 も中学生 も大

学生 も半 日だ け勉強 して、その他 の時 間は労働 に 自己の研 究に、費やせ るよ うに指 導するので ある。
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そ してその上に、大学の卒業後 も又大学へ行かなかつた者 も、専 門の教育又は、一般 教育に一 生涯勉

強 させ ようと云 うのである。(下 線筆者)

現在、少子高齢化が問題になり、国家の生産力を支える労働人 口の減少が課題 となっている。

半 目学校制度は、最も元気な、若い世代が仕事に取 り組み、かつ、最も意欲と能力のある青年

が学びながら仕事に取 り組む とい うことである。もちろん乗 り越えるべき課題もあるだろ うが、

就職 しない青年をどうするか とい う泥縄的な対策に比べれば、半 目学校制度は、継続的な社会

国家の維持のためにも真剣に検討すべきことではないだろうか。

戸田が、巻頭言を書いた当時、半 目学校制度が受け入れ られる状況では当然ない。 「暇がな

い」とい う青年たちに 「朝三十分の暇を作れぬ訳がない」と語 り、「吾人は、読書と思索をせよ

と叫ぶものである」 と結んでいる。戸田は青年達に学ぶことの大事さを訴え、実際に青年の為

に懇談や研修の場を作った。戸田が創立者に対して仕事の始まる前など行った 「戸田大学」は、

この巻頭言で述べた半 日学校制度の具体的実践 と見ることができるかもしれない。

③ 通信教育 と人間教育

通信教育 とは、"信"を"通"わ せる教育

創立者の開学式のメッセージでは、教育の機会均等、半日学校制度について述べた後、「教育

の本義は人間 自身をっ くることであり、知識を糧に無限の創造性、主体性を発揮しうる人間を

はぐくむ作業 といえます」 として、通信教育においても知識の切 り売 りに終わることな く、人

間教育を実現 していきたい と述べている。

筆者は、1977(昭 和52)年4月 、母校の職員 となり、通信教育部に配属になった。創価大学

の通信教育は、人間教育の実現を目指 していかなければ と考えさせ られたのは、開学式のメッ

セージにあった次の一節である。

私 自身 のこ とをいえば、私は学 問の道 を途 中で断念せ ざるをえなか った。そ の代 り、恩師戸 田先生

に、 さまざまな学 問を教 えていただ きま した。 それ は、文字通 り、人生 の師 と弟子 との間 に"信"を

"通"わ せた教 育であ りま した
。人 間の完成 よ り知識が、知識 よ り学歴、資格が優先 され 、教 育 目的

の逆転現象 を呈 している今 日の大学 にあって、人 間の道 を究 めん とす る皆 さん の存在は、教育のあ る

べき姿を世に問 うもの と確信 してやみません。(下 線筆者)

通信教育という言葉に、信(信 頼=心)を 通わす とい う人間教育の魂を吹き込み、創価大学

の通信教育は、単なる知識 を提供する場ではなく、教育の本義である人間 自身をっくるところ

であるとしていることが重要であろう。

万人のための教育と人間教育の両立は可能か

創立者は、通信教育の場においても人間教育の実現を構想 した。教育の目指す方向としては、

ひ とりひとりを深く啓発 し、また、自立かっ継続 した学習者に育てるとい う、手作 りともいえ

る人間教育とい う方向(一 人に多くの時間をかける)と 、いかにして学びたい全ての人にその

機会を提供す るか(で きるだけ多くの人に分 け与える)と いう方向があろう。通信教育 という

場で人間教育を行 うということは、その背反する2っ を両立させるとい うことである。

マーチン ・トロー(MartinA.Trow)は 、高等教育制度の段階をエ リー ト型、マス型、ユニ
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バーサル型に分類 しその特徴を表 としてまとめ、エリー ト型(該 当年齢人口に占める大学在学

率が15%ま で)か らマス型(同15%以 上か ら50%ま で)、 さらに、ユニバーサル型(同50%

以上)に 段階移行(146)してい くとする。目本の高等教育は、短大 ・専門学校 を含めると該当年

齢人口の60%以 上が高等教育機関に進学していると考えると、既にユニバーサル型の時代に入

っている。筆者は、それでは、ユニバーサル型の時代の次は、日本の高等教育がどのような方

向に向か うのだろ うかと考えてきた。

考えられるのは、第一に、アメリカの高等教育に見られるような大学間の機能の分化(147)、

第二に、少人数教育への回帰、そして、第三に、通信教育に代表されるような、より大規模な

高等教育システムの出現である。

第一の大学間の機能分化は避けられないことであろう。

第二のりベラル ・アーツ教育に象徴される少人数教育は、教育効果 も高い ことは当然だが、

それを低コス トで行 うことは極めて困難である。そのためには、大学の余分な機能を切 り捨て、

少人数教育に機能を特化させなければな らない。難点は、希望するすべての人々にこの教育の

機会を提供するにはコス トがかかりすぎることである。

第三のより大規模な高等教育システムについては、映像等のメディアやインターネ ットによ

り双方向による教育も十分考えられる時代に入ったが、筆者は、メディアによる人間教育、っ

まり、ひ とりひ とりの被教育者を啓発する教育が可能であろうかとい う疑問をもっていた。

そして、日本における高等教育の主流は、もう一度、 リベラルアーツ ・カレッジに象徴 され

るような少人数教育、人間教育の方向に回帰するのではないか と考えていた。

そ う考えていた折、日本の高等教育研究に大きな影響を与えてきたこのマーチン ・トローが

来目し、その講演会で、直接、「メディアによる人間教育は可能か」とい う質問をすることがで

きた。彼の答えは明快であった。ITの 分野にも明るい氏は、ITの 急速な進化は、それを可

能にす るとい うものであった。少人数教育への回帰を念頭に置いていた私にとっては意外な答

えで、その考えをす ぐに受け入れることはできなかった。 しかし、時間をおいて、もう一度考

えていく中で、書面による添削であっても、ちょっとした心遣いでやる気を与える児童対象の

通信添削もある。映像を通 じて感動 した り笑 ったりもする。メデ ィアは単に知識を伝えるだけ

でなく、人間の啓発 も可能なのかもしれないと、その可能性を考えるようになった。むしろ、

科学技術の発達によって、極めて多くの人々へ、心を通わせた教育 も可能なのではないかと考

えるようになった。その場合 も、あくまで、人間がいて、技術がそれをサポー トす る。それに

よって、より多くの人に早 く伝えることができるとい うことである。

このような発想を創立者はなぜ持てたか

通信教育に学ぶ人たちは、学部生に比べ、学生数に対する教職員の数 も少なく、全国に広 く

散っていることか ら、直接大学に来て教職員に接するのはスクーリング、科 目試験などわずか

な機会に限られる。学生同士の交流の機会も当然少ない。通信教育の開設にあたり、「信」を「通」

わす教育 との表現をした創立者の発想はどこから来るのであろうか。当然、メッセージにある

ように戸田との交流がそうであった として、学生が不特定多数 ともいえる通信教育においても、

大学と学生にそのような教育を期待 したのは何故だろうか。

創立者は、入学式、卒業式、同窓の集い等、出席 した会場を、た とえ二千人を超 える講堂で

あったとしても和やかな座談の場に変えてしまう。また、大学 ・学園の創立者としてもそうで

あるが、目本の創価学会の名誉会長 として、世界190力 国のSGIの 会長 として、あ らゆるとこ

一58一



創価教育研究第5号

うに気を配 り、激励の手を差 し伸べている。そのように行動し続けてきた創立者であればこそ、

自然の言葉 として、通信教育を 「信」を 「通」わす教育 と表現することができたと思 う。

創立者は、通信教育部の学生に対しても、スクーリングに参加 した学生に対するこまやかな

配慮や伝言とともに、メッセージ、機関誌への寄稿など創立者 自らが、まさに 「信」 を 「通」

わす教育を行っている。その多くは、小説や詩を通してであり、人物のエピソー ドを通 じての

ことも多い。私の心に残っているその一例を紹介する。

なぜ学問す るのか について、太宰治の小説 の中に こんな一節が あ りま した。『正義 と微笑』 とい う

作品のなかの或 る教 師の述懐 であ ります。 「覚 える とい うことが大事 なのではな くて、大事な のは、

カルチベー トされ る とい うことなんだ。カルチュア とい うのは、公式や単語 をた くさん暗記 してゐる

事だけでな くて、心 を広 くもっ とい うこ となんだ……(中 略)学 問なんて、覚える と同時 に忘 れて し

まっていい ものなんだ。けれ ども、全部 忘れ て しまって も、その勉強 の訓練 の底 に一つかみの 砂金が

残 ってゐ るものだ」(中略)一 っかみの砂金 さきに 自律心 と申し上げま したが、それ に限 らず"勉

強の訓練"を 自分に課 し、や り遂 げていった ところに身につ く克 己心や、人へ の思 いや りとい った人

間の輝 きこそ砂金の輝きにほか な りませ ん(下 線筆者)(148)。

この一文は、学ぶことと人格の形成を考える上で、示唆に富む引用である。創価大学の目指

す人間教育は、学問探求とは別々のものとして行 うものではない。むしろ、通信教育であれ、

通学する学生であれ、本来、「勉強の訓練」のなかでなされてい くものといえるのではないか。

「人への思いや りといった人間の輝き」、それは、それぞれの目標に向っての鍛錬の中で身に

つくものである。しかし、この思いや りは、「思いや り」をうけた経験があってはじめて身 にっ

くものであろう。

創立25周 年にあたる1996(平 成8)年 、創価大学を紹介す る一冊の本が出版 された。悠木夏

文著 『シリーズ大学は挑戦する 創価大学』(栄光教育文化研究所発行)で ある。「この本を書

き上げるために、百数十人の方々にお目にかか り、インタビュー させていただいた(149)」、悠木

はこのように書いている。長いが引用させてもらいたい。

正木(創 友会)委 員長は、

「湖れ ば、創価大学 を設立す るた めの準備財 団は、池 田先生の"庶 民のための大学を創 りたい"と の

思い に賛 同した創 価学会員の寄付 を基に作 られま した。創 価大学は、多 くの庶 民の真心 に支 え られて

創設 された大学なのです。創 大生には、そ うした人々の思いや期待 に応 え られ る人 間になる責任があ

ると思います 」

と話す。

創価大学は、 さま ざまな人々の 「思い」が寄せ られている大学だ。 その 「思い」 は、創立者 に発 し

て学生へ、教職員 を通 じて学生へ、親たちか ら学生へ、先輩 によって後輩 へ、 と脈 々 と伝 えられてい

る。

自分が誰か によって大切 にされた ことや享受 した恩恵 に感謝 し、それ を後輩 に返 していこ うとす る。

それ をまた、後輩 に・… 。創 価大学のキャ ンパスは、ま るで聖火 リレーのよ うに次 々 と受 け渡 されて

いく人 々の 「思い」とい う灯火 は、それ を手に した者すべてを誇 らしく輝 かせ ている(150)。(下線筆 者)

徹底 したインタビューで得た実感として、創価大学の人間教育を、創立者にその源があり、

そこから広がっていく聖火 リレーに例えている。
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悠木は、また、通信教育と人間教育にっいてこう書いている。

通教 生は学ぶ意 欲 が高 く、授業 中も真剣 で、教 えがいがある と話 す教員 は多 い。一方 で、 「教職員

の方 々は人 間的で情 があ り、 これ ほどまで に学生 のた めを思 って配慮 してくれ るのか と、 さま ざま な

場面 で感動 しま した(151)」とい うことを何入 ものOBの 方か ら聞いた。

通信教 育は、その根本 に人 間を大切 にす る思 いがあれ ばこそ、通"信"が 通``心"へ と広 がってい

くのだろ う。そ して、信 が通 い、 心が通った ところに こそ、「いつで も、 どこでも、 だれで も」 に開

かれた うえでプラスアル ファのある、創価大学 な らではの人 間教育 の味 が発揮 され るの では ないだろ

うか(152)。(下 線 筆者)

おわ りに

通信教育部の開設構想は、21世紀に目を向けた創立者の先見であり、通信教育は、創価大学

として今後さらに充実発展を期 さなければならない分野である。創立者が、大学の果たすべき

もうひ とつの役割、すべての人々のための大学 とい うことに目を向けていたからといって良い。

また、創立者が通信教育にあっても人間教育を志向し、それを実践してきたことは、新しい大

学教育を開 く力である。

大学通信教育協会の資料によれば、2005(平 成17)年 度大学通信教育実施校は、大学35校 、

大学院19校 、短大9校 で、約28万 人の学生が学んでいる。2006(平 成18)年 度には、大学2校 、

大学院6校 が開設予定である(153)。日本の大学における通信教育課程の在籍者数(正 規の課程)

は、1968(昭 和43)年 度に7万 人を超えて以降、1988(昭 和63)年 度までの21年 間、9万 人を

超えていない。ところが、1994(平 成6)年 度には14万人 と、6年 間で1.5倍 になり、更に、2005

(平成17)年 には、28万人と2倍 に増えている。

このような近年の大学通信教育の発展は、放送大学によって先鞭をっけられたメディア技術

の導入、さらには、インターネ ットの普及によるところも大きい。インターネットは、明治時

代に郵便制度が整備 されたことにより通信教育が誕生 し、その受講者が全国に広がったことと

同じか、それ以上の可能性を秘めている。

21世紀の目本の大学は、少子 ・高齢化の中で存続を図らなくてはならない。 日本の人 口それ

自体が2005年 をピークに減少 し、2050年 には、8800万 を割ることも考えられる速さである(『東

京新聞』2005年1月1日 付)。

創立者は、「時代は、学歴社会から実力社会へ移っている。語学や読書や教養は、人生を大き

く豊かにする。社会に出てからも学び、見識 を深め、生命の可能性を開発 しゆく 『生涯教育』

がますます重要になる。その原動力こそ 『通信教育』である。(中略)あ る意味で、歴史上、教

育は、長く、一部の人間のみのものであった。21世 紀は、人生を舞台に、皆が 『学ぶ喜び』を

謳歌しながら、皆が強く賢明になってい く時代でなければならない(154)。」と語っている。

今年、通信教育部は、開設30周 年を迎え、今後どのように発展していくか、大きな課題であ

る。牧口常三郎に始まる創価大学設立の構想は、大学開学によって実現されたが、その目指す

ところの大学教育のあり方は、創立者の現在に至るまでの行動によって示 され、発言の端々に

表れている。創立者は、これからの創価大学をどう構想しているのか、そして、これからの通

信教育をどう構想 しているのかを十分研究し、今後の創価大学の進むべき道を考え、その構想

実現をめざしていきたいと思っている。
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(注)

(1)本 稿 にお いて、 「創価教 育」 は、1930(昭 和5)年11月18日 に 『創価教 育学体 系』第一巻 を出版 し、

自らの教育理念 を創価教 育学 として発表 した牧 口常三郎、その思想 と構想 を受 け継 いだ戸 田城 聖、そ

して、創立者池 田大作の3人 による教育 と思想 を指す もの として使 っている。

(2)『 創価大学通信 教育部2006入 学案内』 による。2005(平 成17)年11月 現在。

(3)ア ーノル ド・J・ トイ ンビー、池 田大作 『二十一世紀へ の対話(上)』(文 芸春秋 昭和50年)、120頁 。

(4)ケ ンブ リッジ大学の通信教育 については、WaltonS,BittnerandHerveyF.Mallory,9nivθrsity

Te∂chiRgbyMail,TheMacmillanCompany,1933,pp,11-13に よる。イギ リス・アメ リカにおける

通信 教 育 の発 祥 の歴 史 につ い ては 、JohnS,Noffsinger,Corrθspondθncescho・ls,lycθums,

Chaut∂uquas,TheMacmillanCompany1926,pp,3-14に 言羊しい。

(5)奥 井晶 『教育 の機会均等 か ら生涯 学習へ一 大学通信教育の軌跡 と模 索一』(慶 応通信 平成3年)、

13-14頁 。 なお、英吉利法律学校 の講義録 については、高梨公 之の指摘 による。

(6)斉 藤正二 『若き牧 口常三郎』(第 三文 明社1981年)、646-647頁 。

(7)明 治19年2.月 上旬に印刷 された 「通信講 学会第1回 報告 」の裏面には、 「○通信講 学会員 二広告ス」

として、「本 会ノ規則 ニ ヨリーケ年 半ノ修業 ヲ終 フル ノ後行 フベ キ試験 ハ如何ナル方法 ニヨレル ヤヲ闘

合 ハセ来ル 向往々 コレア リ右ハ会員 ヨ リ其 旨ヲ申入 レ本会 ヨリノ通知 ヲ待 チテ 上京スル ヲ以 テ本則 ト

ス レ ドモ遠隔 ノ地二在 リテ上京 不便ナル ガ為 メ最 寄ノ会員合 同シテ往復旅費 ヲ弁 ズル ノ約束 ア レバ本

会 ヨリ別二役員一名 ヲ派 出セ シメ講 師ノ出セル 問題 ヲ持シテ試 験場二 臨 ミ其答案 ヲ携へ帰 リテ講 師ノ

評 点 ヲ受 クル コ トトスル カ又ハ其地方 ニテ最モ名望 ア リ学術ア リテ教育上 ノ職務二従事サル Σ仁 二依

頼シ本会 ヨリ講師 ノ出セル問題 ヲ送付シ試験場 ノ監督 ヲ托スルコ ト」為スベシ」 とある。

(8)南 榎庵主人 「地理学 に篤学 の諸名士伝」『地理学研究』第2巻 第8号(地 理 学研 究会 大正14年8月)、

29頁 。

(9)『 尋常師範学科準備通信講義雑誌』(忠 愛社)が 当時発 行 されてい る。 同誌第16号 は、 明治19年9月

3日 に発行。

(10)以 下の拙稿 を参考に され たい。

① 「牧 口常 三郎 と通信教 育一民衆 のた めの教育 を 目指 して一」『通信教 育部論 集』第3号(創 価大学 通

信 教育部学会2000年8月)、

② 「牧 口常三郎は女子教育の先覚者だった。」『潮』第508号(潮 出版社2001年6月)、

③ 「知 られ ざる牧 口先生の事跡」『大 白蓮華』第612号(聖 教新 聞社2001年6月)、

④ 「創価教 育の父 ・牧 口常三 郎の足跡を追 って 肌 で感 じた人 間へ の"温 か な視線'」 『灯 台』第494

号(第 三文 明社2001年11月)、

⑤ 「『人 生地理学』 と牧 口先生」『大 白蓮華』第639号(聖 教新 聞社2003年6月)。

なお、そ の他 に、2003年3月17日 東洋哲学研究 所学術 大会で 「人生地理学 出版後の牧 口常三郎 とそ の

行動 と題 して発表、2005年8月8日 通信教 育学会 講演会で 「創 価大学通信教 育部 の源流 一2万 人 が

学んだ牧 口先生の通信教育jと 題 して講演 を行 った。

(11)『 同窓会雑誌』第27号(同 窓教育会 明治35年2月)、53頁 の雑報 に牧 口か らの手紙の一部 が紹介 さ

れてい る。

(12)明 治42年IA、 富士見尋 常小学校任 用の際 に提出 され た履歴書。

(13)拙 稿 「上京後 の牧 口常 三郎 と 『人生地理学』出版 に至る経過 」『創大教 育研究』第11号(創 価 大学教

育学会2002年 、47-61頁)に 詳述。

(14)当 時の新聞雑誌 に42の 書評 が確認 できる。拙稿 「牧 口常三郎著 『人生 地理学』41の 書評」『創価教 育

研究』第2号(創 価教育研究セ ンター2003年 、261-285頁)に 全文翻刻掲載。その後、『活動之 日本』

の書評 を発見 し、『人 生地理 学』 に対す る書評は42と な る。牧 口の書評 については、沖慶子f牧 口常 三

郎著 『人生 地理学』 の同時代評」『地理科 学』 第58巻 第2号(地 理科学学会2003年)、1-27頁 におい
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創立者の大学構想 についての一考察(1)通 信教育部開設構想 とその沿革

て詳細に分析 され ている。

(15)『 活動之 日本』第1巻 第2号(隆 文社 明治39年6月)、118頁 。

(16)理 由は不明だが、初版 は2種類存在す る。弘文堂で印刷 された もの と、秀英社 第一工場 で印刷 された

ものであ る。

(17)明 治33年1月 か ら明治35年3月 ま で、北海道 師範 学校 校長。牧 口の辞職願 を受理 した。 明治36年 当

時、女子高等師範学校教授。『i教育』第68号(茗 渓会 明治38年10月)、38頁 の 「十月 の主事 会」の議i

題 の筆頭 に 「退職 主筆 、槙 山栄次(以 下2氏 略)氏 へ内規の通 り謝状及び物 品を贈呈す る事」とあ り、

茗渓会 にも深 く関わっていた。 同じ日の議題 で牧 口の辞任 願出も協議 され てい る。

(18)弘 文学院は、明治39年1月 に宏文 学院 と名 称が変わ るが、本稿 では、弘文学 院 として表 記す る。明

治39年1月 とした のは、講道館所蔵資料 に 『弘文学院職員名簿 明治 三十八年十 二月現在 』があ るこ

と、お よび東京都立公文書館所蔵資料 に、弘文学院関順一郎 よ り、東京府知事 千家尊福宛 の、弘文学

院 を宏 文学院 に改称す る 「御 届」 の 目付が、明治39年1月15日 であるこ とによる。

(19)講 道館蔵 『講道館館員名簿第一』 には、本籍 「北海道 札幌区南一条西人丁 目十三 戸主」、姓名 「牧

口常三郎」、生年月 又ハ年齢 「明治四、六」 として、入 門年月 日 「(明治)三 四、五、一九」 と記 され

てい る。山 口令 子の調査 に よる。 この原本であ る誓文簿 も講道館蔵。『人 生地理学』出版 にあた り書名

につ いて相談 した坪井九馬三 と、嘉 納治五郎 との交友 は知 られ てい るが、 この視点か らの更 なる調査

が望まれる。

(20)『 社会主義』第8年 第11号(渡 米協会 明治37年9月)、14-17頁 。(表 紙 では、 「米国 と人 生地理」)

(21)『 渡米雑誌』第9年 第1号(渡 米協会 明治38年IH)、2-4頁 。

(22)『 萬朝報』 明治38年12月14日 、2面 、 「今 日の注意」

(23)『国民評論』(国民評論社 明治38年L月 創刊)第1号 に 「商 品流動 の法則 を論ず」、第2号 に 「同(承

前)」、第4号 に 「都府吸引論」 とい う牧 口の論文 が掲載 され ている。それぞれ、『萬朝報 』明治38年1

月3日 付1面 「紹介新刊書」欄、『日本』明治38年3.月1日 付6面 広告、『渡米雑誌』第9年 第4号(渡

米協会 明治38年4.月)広 告 による。『国民評 論』 は12号 まで発行 が確認 できる(『早稲 田学報』第130

号に よる)。

(24)『二十世紀 の婦人』第1巻 第8号(北 海道婦人 同志会 明治37年9月)に 掲 載 され てい ると考えてい

る。ただ し、未発見。『婦女新 聞』第226号1面 「くち とふで」欄 に 「▲ 婦人 と人生地理学 吾人は

日本国民、就 中女子 教養 の重任者た る 日本婦 人に向つて、今少 しく人生 地理学 にっき趣 味を解せ られ

ん事 を望む、『地を離れ て人 な く、人 を離れて事な し、人事 を論ぜ ん と欲せ ば先づ地理 を究 め よ』 との

吉 田松 蔭先生 が其 学徒 を警醒 したる金言 は、吾人の生活 区域の広 がる と共に益 」吾人 に明瞭 とな る一

大真理 にあ らずや 、げに吾人は地を離れ ては生活す る能 はず、生活 を遂 げんが為 めには何 よ りも先づ

地理 を知 らざるべ か らざる事 は、単 り学徒に留ま らざるな り。(廿 世紀婦 人牧 口常三郎氏)」 と紹介 さ

れ てい る。 「婦人 と人生地理学」の存在は、坂井博美 の指摘に よる。

(25)『 教 育界』第4巻 第8号(金 港堂 明治38年5月)、57頁 。教 育茶話会 については、三浦藤 作 『無冠

の栄光』(曽根松太郎氏教育奉仕三十年祝賀会 昭和5年)、240-242頁 参照。

(26)第4回 教育茶話 会で は、牧 口の肩書 きは書かれ ていない。第5回 では、 「教育」記者 とな っている。

なお、『教育界』を発行 している金港 堂には、牧 口は、明治34年 に勤 めた ことがある。(前 出、拙稿 「上

京 後の牧 口常三郎 と 『人生地理学』 出版 に至 る経過」(『創 大教育研 究』第11号)、49-51頁 。 なお、 同

論文 にある教科書事件の始ま りは、明治35年12月 の誤 り。

(27)東 亜女学校は、明治37年5月 、東亜精華女 学校 として、神 田区矯子 町34に 開校、 同年8月 、東亜女

学校 と名称 を改 めた。牧 口を採用 した明治38年3月 には、教員 を志望す る中国人留学生 のた めの課程

「清国女子留学生速成 師範学部」 を設置 している。 明治39年9月 に、下谷 区北稲荷町46に 移転す る。

東亜女学校は、東亜仏教会 によって設立 され 、校 主は、 田中舎身(弘 之)で 、 田中は 中国に深 い関心

を持っていた。
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創価教育研究第5号

(28)一 冊は、『人生地理学』出版の3年 後 に出版 された、江蘇 師範 生編修 『江蘇 師範講義 第七編 地理』

(江蘇 蜜1906年)で ある。同書の 目次 には、「人生地理 学」 とある。 も う

一冊は
、その翌年 に出版 された、世界語言文字研究会編輯二部訳 『最新人生地理学』(游 芸社1907年)

であ る。 これ らの詳細 につ いては、高橋 強 「牧 口常三郎箸 『人生地理学』 中国語 版に関する一考察」

『創 価…教育研究』創刊号(創 価教育研究センター2002年)、3-20頁 。

(29)『教 育界』第5巻 第5号(金 港堂 明治39年3月)、59-61頁 。

(30)「本会並 に附属女芸教 習所 の趣 旨」『大家庭』第3巻 第1号(大 日本高等女学会 明治40年12月)、2-3

頁。

(31)牧 口は、教 育茶話会 で 「如 何 にした ら青年女子 の小学校 を離れ た者 を引立てs、 家庭 に於 て国民経

済 に適 当 した教育 を施す こ とが出来や うか と云ふ考へ で、通信教授 を始 めて居つたので あるが」 と述

べてい る(『教 育界』第7巻 第5号 、金港堂、明治41年3E、121頁)。

(32)同 上 『教 育界』第7巻 第5号 、121頁 。

(33)「寺 田勇吉の報告あ り 寺 田勇吉訳 の 『普 国ジュセル ドル フ県単級小学教則 附プロイセン王国半 日

学校教科 目』 を指す もの と思われ る。」(『牧 口常三郎全集 』第7巻 、第三文明社、1982年)、9頁 とあ

る。『教育報知』(明 治20年45号 か ら61号)に も連載 され ている。

(34)浜 は、北海道師範学校 に明治25年4.月 か ら明治27年11月 まで在職 してい る(『北海 道師範学校一覧』

北海道 師範 学校 明治44年 、33頁)。 市川本太郎 『長 野師範 人物誌 』(信 濃教育会 出版部 昭和61年)、

148頁 には、浜幸次郎は、諏訪郡 中州村 生まれ 、明治17年 長野県師範学校入学。明治34年 下伊 那女学校

創 立時の校長 とな り、「明治三十 六年退職 して上京 する。一 年間二三の中学 校の講 師を して三十八年東

京 市初代 の視学に任ぜ られ十一年間在職 し」 とある。

(35)牧 口と山根吾一 との交流 は、岡林伸夫 『ある明治社会主義者 の肖像 一山根吾一 覚書』(不二出版2000

年)に よって明 らか となった。二人 の北海道 時代 の交流 についての研究 は今後 の課題。『北海 道教育雑

誌』を見れ ば、少な くとも面識 はあった と考え られ る。

(36)片 山潜 『渡米案 内』増補訂正 第11版(渡 米協会 明治37年)に は、 自序 の次頁1頁 を使 って牧 口が

渡米協会で行 った 「米 国の人 生地理 」の演説 の一部 を掲載 している。 同書 初版 は、 自序に2頁 を使 っ

てい るが、11版 では1頁 に してい る。 山根吾一の考 えで挿入 した可能性 もあ る。片 山と出会 った と断

定す るこ とは現時点では避けたい。

(37)前 出、「上京後の牧 口常三郎 と 『人生地理学』 出版 に至 る経過」(『創大教育研究』第11号)、52頁 。

(38)『秋 田魁新 報』明治38年7月26日 、1面 の新刊 紹介欄 に、高等女学講義第一学年第 四号 の科外講話 は、

「尾崎東京市長 の時局 と婦人」 とある。

(39)『灯台』 第482号(第 三文明社2000年11月)、61頁 。

(40)伝 記 ・年譜で14歳 と記述 され ているが、その出典 は見当た らない。前出、南榎庵主人 「地理 学に篤

学の諸名士伝」(『地理学研 究』第2巻 第8号)、29頁 の 「年僅 かに十三 に して北海道札 幌の親類 に寄食

して小樽警察署の給仕 として 自活の道を得るに至つたの も之がた めであった」の記述 に従 った。

(41)『教 育』第68一号(茗 渓会 明治38年10月)、38頁 には、十月二 日の主事 会の議題 として、「書記牧 口常

三郎辞任 願出 にっき其後任、及び事務 所貸付条 件等につ き協議す」 とある。茗渓会退職 は、前 出履歴

書によれ ば明治38年12月 。

(42)前 出、 「『人生地理学』 と牧 口先生」(『大 白蓮華』第639号)、43頁 。

(43)正 確 には、牧 口は、志賀 の説 得に服 して、今は受 けるこ とができないが、後 日志賀の指導の もと地

理学研究 を行 う時 に、藤 山の好 意を受け ることにした、 である。『稲垣益穂 目誌 十三巻』(小 樽市博

物館1990)3頁 、に よれ ば、藤 山万吉の葬式は明治39年12月21日 に行 われている。

(44)書 評 ・広告 ・新刊紹介 が掲載 された新 聞 ・雑誌(東 京 以外)は 以下の通 り(太 字は特 に掲載回数 の

多 いものを示す。『』略)。

北海道:北 海 タイ ムス、小樽新聞、函館新聞、北海道教 育雑誌 、釧路新聞、青森:東 奥新聞、弘前新
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創 立者 の大学構想 についての一考察(1)通 信教育部開設構想 とその沿革

聞、岩手:岩 手 日報、岩手毎 日新 聞、東 北新報 、秋 田:秋 田魁 新報、秋 田時事、 山形:米 沢新聞、宮

城:河 北新報、東北新聞、福 島:福 島新 聞、福 島民報 、福島民友、茨城:い は らぎ、栃木:下 野新聞、

埼玉:埼 玉新報 、チ葉:千 葉毎 日新聞 、山梨:甲 斐新聞、 山梨 民報、 山梨 日日新 聞、神奈川:貿 易新

報、静岡:静 岡民友新 聞、長 野:信 濃毎 日新聞、南信 、富 山:富 山日報、石川:政 教新聞、北国新聞、

福 井:福 井新 聞、愛知:中 京新 聞、新愛知 、新 朝報 、三重:伊 勢新聞、京都:京 都 日出新聞 、大阪:

大阪朝 日新聞、大阪毎 日新聞、初等教育教材研究 、兵庫:神 戸新聞、神戸又新新 聞、和歌 山:紀 伊 毎

日新 聞、岡 山:山 陽新報、広島:広 島芸備新 聞、 山口:防 長新聞、防長 教育、愛媛:海 南新 聞、高知:

土陽新聞 、福 岡:福 岡 日 日新聞、門司新報、長 崎1東 洋 日の出新 聞、鎮西 日報、鹿児 島:鹿 児 島新 聞、

沖縄:琉 球新報、台湾:台 湾 日日新聞

(45)「 大 日本高等女学会賛助員諸君」『高等女 学講 義』第2学 年第3号(大 日本高等女学会 明治39年1

月)、 「本会賛助員.(順 不 同)」『大家庭』 第3巻 第1号 、4-6頁 。

(46)『 小樽新聞』明治39年8月27日 、2面 には、「大 日本高等女学会主幹 牧 口常三郎氏 は会務拡 張の為

め来道札 幌方面へ赴 きた るが帰路当区に於 て会員募集 の上帰京すべ しと云 ふ」とあ る。『大家庭』第3

巻第1号 、28頁 には、明治40年10月17-19目 、川越 中学校 で、同年11月9-11日 、 山口県 山口町新橋稲

荷座 で慈善活動映写会 を開催 した記事がある。

(47)新 聞 ・雑誌の広告 ・書評新刊紹介 ・記事等 に出ている高等女学会の所在地か ら区分 した。

(48)三 崎町三丁 目1は 、か な り広 い地域 で番 地だけでは、高等女学会の所在地 を明 らか にす るこ とは出

来ない。『渡米雑誌 』第10年 第4号(渡 米雑誌社 明治39年4月)、11頁 に 「注意 渡米雑誌社及び渡

米協会は東京神 田区三崎町三丁 目一番地 の飯 田町の停留場 の通 りで旅 人宿三崎館 の横で元大 日本高 等

女学会の跡へ移転 しま した(以 下略)」 とある。

(49)『読 売新聞』明治38年6月6日 、5面 に 「東京 市視 学決 定 昨 日の東京市参事会は、(中 略)予 て問

題 た りし市視 学二名 を東京高等師範学校理科卒業 生浜幸 次郎及 び帝国大学文科卒業生文学士石井波 平

の二氏 と決定 した り」 とある。

(50)前 出 『大家庭』第3巻 第1号 、30頁 の 「大 目本高等女 学会規則 要項」 「第二 本科教育部」 に、「一

高等女学講義 は各 月二回(第 三学年 以上 は合本一 回)発 行 し正会員 には無 代にて配布す(略)一 修業

年限 高等女学講義 による修学年限は一年半 として之を四学年 に分つ」 とある。

(51)『 教育界』第7巻 第11号(金 港 堂 明治41年9月)に は、「大家庭三 ノ六 同牛込 区白銀町一 九 大

日本 高等女学会」 とある。

(52)『 先世』第1巻 第7号(先 世社 明治39年5月)の 広告 には、家庭 楽の初号は2H21目 発行 とある。

『東 亜之光』第2巻 第7号(冨 山房 明治40年7月)の 寄贈書並雑誌 目録 には、「家庭の楽(十 六)大

目本高等女学会」 とある。

(53)『高等女学講義』第2学 年 第2号(大 日本高等女学会 明治38年12.月)に 広告 があ る。大 日本 高等女

学会広告部発行 で定価5銭 、広告 主任 に品田奥松 とある。品田奥松 は、明治5年 に荒浜村で生まれ る。

牧 口とは、同郷の一年年下。明治37年1月 に上京 、品田広告社 を開業 した(坂 井新 一郎 『越佐 と名士』

越佐 と名士刊行会 昭和11年 、540頁)。

(54)新 聞に以下のよ うな記事が掲載 され てい る。

明治39年1.月21日 付 『日本』 午後一時 三崎 町で女芸実 習講話 、茶 の湯 、差 し花、書法の実習講話

会、同 日付 『東京 朝 日新聞』本 日午後一時 三崎 町同会 で第三回女子技 芸実習講話会、同 日付 『読売

新聞』本 日午後一 時 三崎町同会で第三回女子技芸実習講話会

明治39年3A18日 付 『東京朝 日新聞』 本 日午後一 時 神 田維子 町東 亜女 学校で第5回 技芸実習講話

会(茶 の湯、挿花 、習字)

明治39年4月15目 付 『東京朝 目新聞』 本 日午後一時 安藤坂同会で第 六回技芸講習講話 会

明治39年5月19目 付 『読売新聞』20日 午後一 時 安藤坂 同会で女子技 芸実習講話会5月20日 付 『日

本』 午後一時、安藤坂 同会 で実習会 開催 、同 日付 『東京 朝 目新 聞』 本 目午後一時 安藤坂 同会 で
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第七回技芸実習講話会

明治39年6月17目 付 『日本』 午後一 時 安藤i坂同会 同 日付 『東京朝 日新 聞』 本 日午後一 時 安

藤坂 同会 で第八回技芸実習講話会

明治39年7月22日 付 『読売新 聞』 本 日午後一 時 安藤坂 同会で女子技芸実習講話会 牧 口、質疑 自

修の仕方 担 当

明治39年7月22日 付 『読売新 聞』 本 日午後一 時 安藤坂同会で女子技芸実習講話会

『日本の少女』 には、次の記載 がある。

明治40年4月21日 第16回 技芸実習講話会 質疑応答及び講話 を担当(小 石川 ・大 日本 高等女学会)

明治40年6月16日 第18回 技芸実習講話会 質疑応答及び講話 を担当(小 石川 ・大 日本 高等女学会)

明治40年7A21目 第19回 技芸実習講話会 質疑応答及び講話 を担当(深 川女学校)

明治40年12月 発行 の 『大家庭』 第3巻 第1号 表紙裏 には 「本会 は創 立以来毎 月女 芸実 習講話 を開き既

に第22回 」 とあるので、同年10月 迄 の開催は確認 できる。

(55)大 日本高等女学会の滝野川観楓会の記事は以下の新聞 に掲載 されている。

『中央新聞』 明治39年11月3日 運動会

大 日本 高等女学会の観 楓会 小石川安藤坂な る同会 にては、本 目午前十一 時王子瀧の川 紅葉園不動
くマ マ ラ

寺境 内に於 て、観 楓会を催 ふ市州教諭、浜視学、牧 口主幹並 に斎藤 吊 花氏 の趣 味ある講話及び児玉

日本女子 大学講師の挿花茶 儀実習等 あ り余興 として遊戯競争 、音 楽活人画福 引等を行ひ売店の設備 も

あ りて 午後 四時閉会 の予定な りと入場 は婦人 に限 り入場券三十銭

『やま と新闘』 明治39年1L月5日 会

観楓 会 大 日本高等女学会 に於 ては昨三 日府下瀧 の川 不動寺に於て観 楓会 を催 し会す る者会長 烏丸

伯爵 を始 め会員約三百余名記念の撮影 を為 し散会せ り

『東京朝 日新聞』 明治39年10月31日 広告

来る天長節瀧の川に本会観楓会 を開 く会員諸嬢来会あれ講話余興大福引等あ り

『東京朝 日新聞』 明治39年11月3日 集会

大 日本 高等女学会 小石川 の同会午後十一時瀧 の川不動寺境内にて観楓会 を催す

『読売新 聞』 明治39年11月3日 会一束

大 日本高等女学会の観 楓会 本 日午前十一時王子瀧 の川不動寺境 内にて開催

『都新聞』 明治39年11月3目 今明 目の会合

大 日本高等女学会観楓会(本 日午前十一時、瀧 の川紅葉園)

『国民新聞』 明治39年11月3日 十一E三 日(土 曜)

大 日本高等女学会観楓会(前 十一 時)瀧 の川 紅葉 園不動寺境内

『目本』 明治39年10月31目

大 日本 高等女 学会観楓 会 十一月三 日王子瀧の川紅葉 園不動寺境 内に於 て開会午 前十一時 より講話

及び女芸実習及 び余興等あ る由

観楓会 が行われた紅 葉園不動寺の場所 について 『滝野川』創刊号(昭 和58年 同編集委員 会)所 収

の清 水正 之 「紅葉園一明治大正の頃の滝野川の紅葉 の実態 」に よれ ば、新 聞記 事中の 「紅葉園」は通

称であって、正確 には滝野川園 と楓楽園 のこ とで、 隣 り合 ってお り、紅 葉園は雑木 を伐採 し紅葉 を植

えた とある。明治44年 の地 図に、滝野川 園があ り、現在 の滝野川 中学校の位置 に存在する。

次に、新聞記事 に共通の 「不動寺」 につ いて、滝 野川 園の隣に正受院 とい う寺があ るが、 同院 に電

話 をしたが、不動寺 とい う言 い方 は聞いた こ とがない との返事 であった。 しか し、同院の通称 は瀧不

動であ り、不動寺 とは、正受院 を指 し、その一 帯に楓楽 園 と呼ばれ る紅葉 を植 えた公園が あった ので

はないか と推測 される。

また、清水 は、紅葉 園に隣接す る石神井川 の上流 に古 くか ら紅葉寺 と呼 ばれ る金剛 寺が ある と書 い
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創立者 の大学構想にっいての一考察(1)通 信 教育部開設構想 とその沿革

ているの で、紅葉園は金剛(紅 葉)寺 ではない と思われ る。

(56)牧 口が大 日本少女会 の主幹 を兼務 した時期 の 『日本の少女』 は、第4巻 第4号 、第6号 、第7号 し

か現 存 していないので、新 聞 ・雑誌 の新刊紹介等 の大 日本少女会 の所在地 か ら現 時点でこのよ うに考

えた。

(57)牧 口が主幹の期 間も、大西琴次郎 が 『日本 の少女 』の編輯兼発行人で あるので、牧 口は、編集 の責

任 までは とってはいない。『日本 の少女 』は、 明治38年6月 創刊。 目本 で最初の少女雑誌 は、明治35

年創刊 の 『少女界』であるが、2番 目は、『日本の少女』 となる(木 村小舟 『少年文学史明治編 上巻』

童話春秋社 昭和17年 、152頁)。 『日本の少 女』 は、第6巻 第3号(明 治43年3月)ま での継続 が確認

できる。

(58)牧 口が参加 したこ とが判明 した懇話会は以下の通 り。牧 口の肩書きは、記述 に従った。

明治40年2月11日

明 治40年2月24目

明治40年2月24目

明 治40年3月3目

昭 和40年4月14目

明 治40年4月21目

明治40年5月12目

明 治40年6月9日

(59)『 日本 の少女』第4巻 第6号(大 日本少女会

頁には、横浜 市少女懇話会 として、「▲会 日

石橋 エイ 方」になってい る。 同第4巻 第7号(明 治40年7月)、67頁 には、 「前号の写真版第二頁 にあ

る横浜 市懇話会員 の姓名 は、写真版印刷の際取落 としたか ら、 ここに掲 げて置きます」 として、牧 口

の名 と共 に石橋エイ の名があ るので、場所 と日にちが特定 できる。

(60)小 夜子 「大 日本高等女学会大会参観 記」『女学世界』第8巻 第3号(博 文館 明治41年2E)、154-157

頁。 なお、『女学世界』第8巻 第5号(博 文館 明治41年4.月)写 真版 には、「大 日本高等女学会記念

会」 と して、 この時の写真が掲載 され てい る。

(61)附 属女芸教習所の発起人会が、明治40年10月12日 に田端 日向邸 で行 われ ている。この頃には、「危機」

を脱す る道筋が見えてきてい ることか ら9月 以前 とした。

(62)前 出、『大家庭』第3巻 第1号 、3頁 。

(63)前 出、『教育界』第7巻 第5号 、122頁 。

(64)同 上、121-122頁 には、 「今ひ とっ女芸教習所 を附設 し、之 も全 く一の慈善事業 として、先刻御覧 に

入れ ま した綿細工 と裁縫 刺繍 との教授 を始 めま した が、尚引続 いて産婆 、簿記 と云ふや うな もの を始

めて、学費の乏 しい女子に無料でそれ を教授 して職業 に有 り付 か してや りたい と経営 して居 ります」

とある。

(65)前 出 「本会並に附属女芸教習所 の趣 旨」『大家庭』第3巻 第1号 、4頁 。

(66)当 時は、上京 した女子学生の堕落 した行動 が社会 問題 にな り、廃 校を勧告 される女学校 もあ ったよ

うだ。牧 口も、「知 らず各毎年 の初 めに当 り東西 よ り南北 よ り汽車の満載 し来 る幾万の女学生 中当初 の

希望 を遂 げ成 功 して郷里 に帰るもの果た して幾許 ぞ。斯 く して 自ら都会学生 の弊風 も生す るな り」「如

何 に して女学の弊 風を防ぎつつ多数女子の教育 を普及 して其の希望 を満 たすか」 と述 べている(前 出

「本会並 に附属女芸教習所の趣 旨」『大家庭』第3巻 第1号 、2頁)。

(67)『大家庭』第2巻 第1号 の広告 チラシには、中央 に 「日本一の家庭雑誌 大家庭」 として 「何故 に本

誌 を以て 日本一 と言 ふか 一、実際で親切で斬新 で快活 で誰れ にも分る 二、活動を尚び平和 を重 じ

時代 の智識 を集む 三、家庭及婦人 に関す るどんな応答 でもす る」 とある。

(68)『 高等女学講義』 第2学 年第1号(大 日本高等女学会 明治38年12月)、 頁は各科 目ごとについ てい

日本橋 区懇話会 牧 口先生はアイヌの話 をす る

芝 区懇話会 牧 口先生 出席(南 桜小学校)

赤坂 区懇話会 閉会 間際 に出席(青 山幼稚 園)

本郷 区懇話会 牧 口主幹が太閤 さまの話 をす る(日 本女 学校)

横浜市懇話会 写真掲載(目 ノ出町3の69)

麻布 区懇話会 牧 口主幹は花の話 をする(飯 倉小)

京橋 区懇話会 牧 口先生のお話

深川 区懇話会 牧 口先生のお話(深 川女学校)

明治40年4月)。 同第4巻 第4号(明 治40年4月)、79

四月十 四 日午前 九時 ▲会場 横浜市 日ノ出 町三 ノ六 九
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る。本文 中の講義名 はr外 国地理学」、牧 口常三郎 講述 となっている。

(69)『 高等女学講義 』第2学 年第2号(大 日本高等女学会 明治39年1月)。

(70)同 上。

(71)前 出、 「本会 並に附属女芸教 習所 の趣旨」『大家庭』第3巻 第1号 、3頁 。 同28頁 には、明治40年10

月17、18、19日 に行われ た とあ り、演説の 日にちは特定で きない。

(72)前 出、「大 日本高等女学会大会参観記 」『女学世界』第8巻 第3号 、154-155頁 。

(73)前 出、『大家庭』第3巻 第1号 、37-38頁 。

(74)同 上、29頁 の 「大 日本 高等女 学会規則 要項 」には、 「正会員 高等女学講義 に依 り各学科を 自修す る

ものに して毎月金 四拾銭を納む る者」 とある。

(75)『 教育界』第10巻 第2号(金 港 堂 明治43年12月)、41-42頁 のK生 「学校参観 東京市内の小学校廻

り」では、東京 市各 区の評判 のよい学校 を回った記事 の筆頭 に、最 も字数 を使って紹介 してい る。

(76)『官報』第8362号(印 刷局 明治44年5月)に は、「第六条 ノ三 図書局 に於テハ左 ノ事i務ヲ掌ル ー

国定 教科用 図書 ノ編修及発 行二 関スル事項 二 教科 用 図書 ノ調査、検 定及 認可 二関スル事 項 三

教育上必要 ナル 図書ノ編修及 翻訳二関スル事項 四 図書 ノ管理 二関スル事項 五 国語 ノ調査 二関

スル事項」 とある。

(77)『 明治 四十三年十一月十 日調 文部省職員録』(文 部 大臣官房 秘書課 明治43年)の 図書課 属 にf牧

口常三郎 牛、原 、三 ノ六六」 とある。のちに図書課 は図書局 に改ま る。

(78)牧 口常三郎 『教授の統合中心 としての郷土科研究』(以 文館 大正元年)の 序言5頁 には、 「目下は

国定教科書の編纂 に従事 して、居 るもの 玉直接 に教授の実 際に当って も居 らず」 とある。

(79)富 士 見小 学校 をわずか1年 余で病気 を理 由に明治43年4月23目 に退職 しているが、明治43年5月3

日発行 の 『教育界』第9巻 第7号 には、「▲牧 口常三郎氏 、文部省編集局員 拝命。地理編集 に従事 」の

記事 がある。小学校退職前 に記事が書かれてい る。

(80)『 明治 四十 四年 職員録(甲)』(内 閣官報 局 明治43年)、578頁 による。槙 山栄 次 『教 授法 の新研究』

(目黒書店 明治43年 、401頁)に は、 「然 るに一方 には矢津昌永氏志賀重昂氏野 口保興氏な どの地理
くマ マ ラ

学者 があ って人 文地理学の方 向に力 を入れ、牧 口常 次 郎氏 の人 生地理 学が盛ん に行 はれ て をる と云

ふ状態 であ ります」、また、同書403頁 には、「牧 口常三郎 氏の人 生地理 学は地 と人生の 関係 を説 明す る

科学 な り、 と定義 を立 て ン居 ります」 と好 意的に紹介 してい る。同氏 『新教授法の原理 及実 際』(目黒

書店 大正6年)、362頁 では、「牧 口常三郎氏の人生地理学 の如 く 『地理学 は地 と入生 との関係 を説 明

する科学な り』 と狭 く解釈 して居 るのもある」 とあ る。牧 口は、体 系出版 の後、『学習研 究』第10巻 第

5・号(奈 良女子高等師範学校附属小学校学 習研 究会 昭和6年5月)に 「地理 ・歴史教授 の根底 に於

ける二大 問題」 を寄稿 してい るが、当時の奈 良女子高等師範学校 の校長は槙 山栄次であ る。

(81)前 出、『創大教育研究』第11号 、55-56頁 。

(82)同 上、52-53頁 。『神戸新 聞』 の斉藤 生 「『人生地理学』の著者 に与ふ」 には、 「足下 は一方 に於 て、

学 に学び、一方 に於て人に学 ばん とす るか」 とある。

(83)東 京 高等女学院編輯局編 『家政顧 問 家庭教 師』(大 日本高等女学会出版局 明治45年)、2頁 。

(84)「 去れば往 昔小規模 に、各部落の間にな されたる競争は、今や 大仕掛 ケの国際 的競争 となれ り。是に

於 てか万 国比隣、国 と国、人種 と人種 、虎 視眈々、荷 でも間隙あ らば、競ひ て人 の国 を奪 はん とし、

之が為 には横暴残虐敢て檸 る所 にあらず、以 て所謂帝 国主義 の理想 に適へ りとなす。(略)人 の物 を盗

む もの は盗 として罰せ らるSも 、人 の国 を奪ふ ものは却 って強 として畏敬せ らるy時 世 にあ らずや。」

(『牧 口常三郎全集』第1巻 第 三文 明社1983年 、14-15頁)。

(85)「人道 的競争形式 は之を今 目の国家 間に於て見 る能 はざれ ど、生存競争場裏の最終の勝者 が必ず しも

経 済的優勝者 にあ らず とは現在 に於て も既 に思想発達 の或る程度 以上の者 には認識せ らる 、所なれ ば、

経 済的闘争 時代に代はつて次ぎに来 るべ きものは人道 的競争形 式な らん とは吾人の想 像に難か らざる

所 な り。然 らば人道的競争形式 とは如何 。(中略)無 形 の勢力 を以て 自然に薫 比するにあ り。即 ち威服
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の代 は りに心服 をな さしむ るにあ り。」(『牧 口常三郎全 集』第2巻 第三文明社1996年 、398-399頁)

(86)帝 国主義の時代の競争 について は、建部遮吾 の論文(「 国際競争 と帝国主義」(『日本人 』第178号 、

政 教社 明治36年1月 、86-90頁 と考 え られ る

比較す る。

建部遽吾

(帝国主義による)軍 事的競争

(帝国主義に よる)経 済的競争

(帝国主義に よる)文 化的競争

を参 考要書に挙げてい るので、建部 の挙 げた競争 と

牧口常三郎

軍事的競争

政治的競争

経済的競争

人道的競争

(87)東 京専門学校 出版部、明治34年 出版。 同書 は、以下の言葉で結 ばれている。「今 日の如 き国際的競争

激 烈なる時に方 りて永久平和 の黄金時代 を夢想す るは迂愚の畿(そ し り)を 免 る可 らず と錐 も然れ ど

も世界の強国に して共同利益 の存在 を認 め文 明の進歩 、世界の開発 と云ふか如 き大事業 に就 ては各 国

其の利 害の衝突 を患ふ るの要 なきを知 らば鉱

相共 に人道の勝利 を歓喜す るの時の必ず遠 からず して来る可きな り」(下線筆者)。

(88)年 譜牧 口常三郎 ・戸 田城聖編集委員会編 『年譜牧 口常三郎 ・戸 田城聖』(第三文明社1993年)、156、

184頁。

(89)「『推i理式指導算術』各版の発行年月 日(判 明分)」本 紀要168-169頁 参照。

(90)西 野辰吉 『伝記戸 田城 聖』(第 三文明社1985年)、99-100頁 に記述があ る。また、模擬i試験 を受験

した とい う証言 もあるが、詳細 は不明。

(91)複 写 を閲覧 したが、実物の所在は不明である。

(92)戸 田城 聖のこ と。戸 田城聖 『若 き 目の手記 ・獄 中記』(青 蛾書房1970年)、72頁 には、 「戸 田晴通を

戸 田雅皓 に改名す 大正七年五月三 日」 とある。 戸 田城外 『中等学校入学試験 の話 と愛児 の優等化 』

(城文堂 昭和4年)で は、著者戸 田城 外、発行者 戸田雅皓 と使 い分 けてい る。『推理式指導算術 』第

11版(城 文 堂 昭和7年)で は、著者 戸 田城外 、発行者戸 田雅皓、同第34版(日 本小学館 昭和9年)

では、著者 ・発行者 とも戸 田城外。雅皓 は、城文 堂発 行の雑誌、単行本の発行者名 と して使 用され て
くマ マ ラ

い る。東京堂編 『出版年鑑 昭和 九年度』(東 京堂 昭和9年)、815頁 には、 「新教材集録 」、「誠 文

堂」、r品 川 区上大崎三 ノ三三 六」、「▲進展環境 に留意 した新 しい教材雑誌」、創刊年月 は、「昭和8年

9月 」 となってい る。誤 りか。

(93)『 昭和8年9月 刊行 東京書 籍商組 合員 図書総 目録』(東 京書i籍商組合事務所 昭和8年)、341頁 に

は、 「城文堂 戸田雅皓」 の項 目に 『進 展環境 新教材集録』が掲載 されてお り、 「牧 口常 三郎 編」 とな

っている。

(94)『帝国銀行 会社要録 第26版 』(帝国興信所 昭和13年)、398頁 には、「株 式会社 日本小 学館 設立 昭

和9年10月 」 となっている。

(95)児 童 の村生活教育研 究会編輯=『生活学校』第1巻 第7号(扶 桑 閣 昭和10年7.月)、27頁 、第1巻 第

8号(扶 桑閣 同年8月)、21頁 の交i換雑i誌欄 に 『新教材 集録』が、第1巻 第9号(扶 桑閣 同年9月)、

20頁 に 『新教』 が出てい る(江 沢敏和氏の調査 による)。

(96)戸 田の編著、監修は一一一eeから除いた。

(97)「 『推理 式指導算術』各 版の発行年月 日」、本紀要168頁 参照。

(98)「 『推理 式指導算術 普及 版』各版 の発行年月 日」、本紀要169頁 参 照。

(99)正 確 には、『小学生 目本 』、『小国民 日本』、『少国民 目本』 と併記す るか、『小学 生 日本』 とその後継

誌 と表現すべき ところを、『小学生 日本』で代表 して記述す ることがある。

(100)こ の ことに関 しては、高崎 隆治か らの聞書きによる。
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(101)例 えば、『新潟 目報』 では、 昭和20年9月8日 か ら、昭和21年5月16日 まで23回 掲載 、他 に 『神戸

新聞』、『北海道新聞』、『熊本 日日新聞』、『京都新聞』、『中部 日本新聞』で確認。

(102)1945(昭 和20)年10月8日 の 『朝 日新 聞』 の広告以降は、東京市神 田区西神 田ニ ノ三 となる。

(103)1946(昭 和21)年5月3日 以降は、『民主主義大講座』 の広告が掲載 されている。

(104)『人間革命 』第1巻(聖 教新聞社 昭和40年 初版)、117頁 。

(105)同 上、141頁 。

(106)『朝 日薪 聞』昭和21年6月26日 、1面 の広告 等では全6巻 となって いるが、 出版 が確認 できるのは

5巻 まで。

(107)奥 付が 日正書房 とな ってお り、裏表紙 が大衆社 となってい る子母 沢寛 『起上 り小坊 主』が 昭和20

年3月15日 に発行 され ている。発行者 は、戸田城聖。改名 が同年7月 とすれば、発行年月 日が誤 りか。

(108)1946(昭 和21)年3月 、創 価教 育学会か ら改称。

(109)『創 価教育学体系』出版 以前の1929(昭 和4)年 に、『創価教 育学大系概論』 とい う小冊 子が発行 さ

れ ている。 また、1930(昭 和5)年6月 に出版 された戸 田城外著 『推理式指導算術』 も11版 よ り前 は

未見 であるが、初版 よ り背表 紙 には 「創価教育学原理 による推理式 指導算術」 とな ってい る と推測 で

きる(『進 展教材 環境』第1巻 第9号 、昭和5年11月 の 『創価教育学体系』 の広告に よる)。

(110)伝 記 、年 譜で新堀尋常小学校 とあ るのは不正確 。新堀尋 常小学校は、浅草 区小島町48に 存在す る(『東

京府市学事 関係職員録』帝都 教育会 昭和5年)、136頁 。

(111)『 新教材集録 』5月 号 第4巻 第4号(日 本小学館 昭和9年5月)、17頁 には、 「日本小学研究会

宣言(前 略)斯 に全国憂国俊秀の教育研究家参集 し、教 育理論、 実際教育技術 について真摯 なる研

究、批判 、検討 をな し、是れ を発表実行 し柳か教育界の革正、進展 に資せん として、斯 に 日本小学研

究会 の結成 を宣言す。 日本小学研究会 事務所 東京品川区上大崎三 ノ三三六 時習学館」とある。

また、同号、35頁 「編輯室」には、「氏 の論文 は、 日本小学教青撃研究会々長 にして曾て人生地理学 を

著 され し地理学 の権威牧 口常 三郎先 生の極力推薦 され る所 にして」(下 線筆者)と あ り、牧 口が、 日本

小学研究会 の会長 であった ことが分 る。その詳細は今後の研究課題 。

(112)『東京 中央電話局電話番 号簿 昭和14年4月1目 現在』 には、麻布 区内で菊水 とあるのは、「菊水料

理店 高橋 登女 麻、 山元、五七」 だけである。

(113)金 子貞子は、「『将来、私が研 究 している創 価教 育学 の学校 を必ず僕 が、僕の代 に設立で きないとき

は、戸 田君の代で作 るのだ と、小学校か ら大学まで私の研 究 してい る創価教育学の学校がで きるのだ。』

と しき りにおっ しやっていま した。」 と語ってい る(『牧 口常三郎全集月報4』 、第三文 明社、1982

年、6頁)。 この話 の時期 について、月報 には触れていないが、金子 は、「あのお話 は、昭和十 四年四

月の ことです。縁 あって私が牧 口先生 の三男 ・洋三 と結婚 した翌月の歓喜寮の座 談会での ことで した。」

(「聖教新 聞」1999年9月21日 付、5面)と 書いている。牧 口の創価大学 につい ての金子 の証言 は、紀

伊國屋書店 ビデオ評伝 シ リー ズ 学 問 と情熱第33巻 の 『牧 口常三郎 こどもたちの しあわせ のた めに』

に収録 され ている。 また、小 平芳平 も、1955(昭 和30)年11月3日 、後楽 園球場 でお こなわれた創 価

学会春季総会 にお いて、 「かって先代 の会長 牧 口先 生が絶 えず、創 価大学、総合大学 とい う事 を、お話

にな って居 られ ま したが、その総合大学の実現、総合大学 の建設 も必ずや 間近 い もの と、確 信 してや

まないものであ ります」 と述 べている(『聖教新聞』 昭和30年11月13日 、2面)。

(114)和 光社 、聖教新 聞社 か ら出版 され た 『戸 田城聖全集』 には、 ともに大学構想 についての記述が見当

た らない。

(115)池 田大作 『若 き 日の 目記1』(会 長就任七周年記念出版委員会 昭和42年)、120頁 。

(116)池 田大作 『新 ・人間革命』第15巻(聖 教i新聞社2006年)、106頁 。

(117)詳 しくは、伊藤貴雄 「『少 年 目本』掲載 の山本伸一郎 『ペス タロ ッチ』 について(1)」 『創価教育

研究』第4号(創 価教育研究 センター2005年)、31-62頁 。

(118)『 少年 日本』10月 号の広告 が、『朝 日新聞』9H8日 付、『読売新 聞』9月3目 付 に掲載 されてい る
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ので、10月 号の発行は、9月 上旬 と考え られる。

(119)前 出 『新 ・人間革命』第15巻 、108頁 。

(120)同 上、108頁 。

(121)池 田大作 『新 ・人間革命』第12巻(聖 教新 聞社2004年)、308頁 。

(122)創 価学会 学生部 に、高等部 の設置 が発表 されたの は、1964(昭 和39)年6月1日 、男子部幹部会 の

ときである。創価大学の設 立構想発表 と同時期 とい うのは興味深 い。

(123)創 立者 は、 この時、 「将来 、公明党が軌道 に乗 り、また、正本 堂が建 立 され た暁、それ以降 に」 と

述べてい る。正本堂建立 は、1972(昭 和47)年10月 で あるか ら、1973(昭 和48)年 以降に創 価大学開

学 を考 えていた と思われ る。 前出 『新 ・人 間革命 』第15巻 には、 「当初、 大学の開学 は73年(昭 和48

年)に す るとの計画 もあったが、高校の一期生が卒業す る71年(昭 和46年)に 、予定が繰 り上 げられ

たのである」(109頁)と ある。

(124)『 聖教新 聞』 昭和43年3月10目 、1面 には、 「当初、 昭和 四十 七年開校の予定になっていた が、高校

の開校 を前 に各 方面か らの要望が一段 と強 くな り 『昭和 四十六年 の開校を 目指 して検討を進 めては ど

うか』 との池 田会長(審 議会長)の 提案 に基づ き、 これ に ともな う組 織編 成の大綱が発表 された」 と

ある。

(125)高 瀬 広居は、1962(昭 和37)年 の創 立者へのイ ンタ ビューで 「将来学会 は学校 をっ くらなけれ ばな

らない と思っています。三百万世帯 の学会員 の方 々に どしどし勉 強 して もらって、新 しい文化 の担 い

手 になって貰 うのです」(『第 三文明の宗 教』弘文堂 昭和37年 、127頁)と 聞いている。この発言 には、

既 に社会人 も学べる学校 とい うイ メージがあったのではないか。

(126)池 田大作 『新 ・人 間革命』第14巻(聖 教新聞社2005年)、10-11頁 。

(127)1966(昭 和41)年 の大学 ・短期大学進学率は16,1%。

(128)『聖教新聞』昭和41年3月30日 、2面 。

(129)1966(昭 和41)年 の10大 学合計の卒業 生数 は、2,171人(文 部省 『学校基本調査』 による)。

(130)『聖教新聞』昭和44年8月17日 、1面 。

(131)『聖教新聞』昭和45年12月25日 、1面 。

(132)前 出、岡安博司 「創価大学 の開学 を語 る一創 立者 の大学構想 を中心に一」(『創価教 育研究 』第4号)、

178頁。

(133)「 開設20周 年 特別 寄稿 真 の教 育は働 き学ぶ人生 の中に」『学光』第20巻 第2号(創 価大学通信教 育

部1995年5月)、4頁 。

(134)前 出、岡安博 司 「創価 大学の開学を語 る一創 立者 の大学構想 を中心に一」(『創 価教育研 究』第4号)、

182-183頁 。

(135)池 田大作 『池 田・名誉会長 の青春対話II③ 一21世 紀の主役 に語 る一』(聖 教新聞社1999年)、34頁 。

(136)同 校については、『開成 ・昌平 史』(開 成 ・昌平史編集委 員会1991年)参 照。

(137)『 牧 口常三郎全集』第5巻(第 三文 明社1982年)、94頁 。

(138)『 牧 口常三郎全集』第6巻(第 三文 明社1983年)、156-157頁 。

(139)前 出、『牧 口常三郎全集』第6巻 、212頁 。牧 口は、『創価教育学体系』の緒言 において、戸 田の 『推

理 式指 導算術 』が、創 価教育 の実証 であ り、先駆 である と称 えるにあた り、デ ンマー クの国民高等学

校 におけ るグル ン トウィッヒと後継者 コール ドの例 をあげている(前 出、『牧 口常三郎全集』第5巻 、

9頁)。 学校教育だけでな く、社会人 の生涯学習に 目配 りをしていれ ばこそ、この記述が生まれたの で

はないか。

(140)『SOKAUNIVERSITYNEWS10号 』(創 価大学1996年7月)、3頁 。

(141)月 瑞子 「半 日学校」『教育報知』第637号(東 京教育社 明治33年)、12-14頁 。

(142)「第13回 教育茶話 会」『教育界』第5巻 第5号(金 港 堂 明治39年3月)、60-61頁 。

(143)「第17回 教育茶話 会」『教育界』第5巻 第9号(金 港 堂 明治39年7月)、62-63頁 。
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(144)『 教育研究雑誌 小学校』 昭和8年6月 一号(教 育学術研究会)、86-87頁 に、戸田がイ ン タビュー に

答 えて、小学校長登用試験制度 の実施 、視学制度の廃止 とともに、半 日学校制度論 について述べてい

る。

(145)『大 白蓮華』第50号(聖 教新聞社 昭和30年7.月)、1頁 。

(146)天 野郁夫、喜多村 和之訳 『高学歴社会 の大学一エ リー トか らマ スへ一』(東京大学 出版 会1976年)、

194-195頁 の 「高等教育制度 の段階移 行に ともな う変化の図式」。

(147)館 昭 『大学改革 日本 とアメ リカ』(玉川 大学出版部1997年)、19頁 の 「カーネ ギー分類 における

アメ リカの大学類型(1994年/3,595校)」 。

(148)池 田大作 「聡明なる庶民の学士たれ」『学光』100号 記念号(創 価大学1984年)、2-3頁 。
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